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『中山伝信録』「琉球語」・「字母」の対音解読

『中山伝信録』六巻は清代康熙五十八年 (1719)琉球国尚敬王を勝封するため末琉した

勝封副使の徐保光が康熙五十九年 (1720)完成して翌年出版した冊封使録である。徐氏は

蘇州府長洲 (今江蘇省蘇州市呉県)の出身、字は売直。康熙四十四年詩賦で抜擢され北京

に赴任、二十七年に冊封琉球副使に任命された。在京二十数年間官位が_Lが らず、乾隆二

年 (1738)に病気の理由で辞任して帰郷した。

『中山伝信録』第六巻の巻末に漢字で音註した「琉球語」と「字母」が収めている。琉

球寄語六百六條と仮名四十七個の対音は十八世紀初頭の琉球音韻の研究に貴重な音声資料

である。

『中山伝信録』「琉球語」の前の識語「萬暦中冊使夏子陽給諌使録刻有琉語。本朝張学

礼ll使亦略載雑記中。今就其少加訂正。対音参差,軽重清濁之間,終不能無訛也。Jによる

と、寄語の編集中、明代夏子陽の『使琉球録』と清代張学礼の『使琉球記』や『中山紀略』

に参考したことが分る。張氏の本に散在した寄語二十数條しかない。夏氏の本における

「夷語」は前代lll使諦崇業『使琉球録』の同じ部分からそのまま写したものである。筆者

の調べによると、『Ill山伝信録』の「琉球語」の606條日の中に諦録と全く同じ條日は137

條、対音字をかえた條日は百七條、新しい條日は約二百條となっている。改字した條日は

確認されたことに意味して調査を経た新しい條日と同じように見て良い。その部分は寄語

全体の四分の三に占める。話録と全くllll様な條目は確認して納得し、改字しなかった可能

性もあるし、全然確認できなく、あるいは確認しなかった可能性もある。いまの研究で言

うと、どっちの可能性も否定できない。

『中山伝信録』の寄語対音の解読は対音字が表している語音が官話音ではなく、方言音

であることで、十数種類の寄語資料の中で 一番難しい。今度の解読は2000年五月下旬、台

湾の淡江大学で開かれた「第九届社含典文化国際学術研討含―漢語文化學」學含で発表し

た小論「『中山伝信録』琉漢対音中反映的呉方音和官話音Jの研究素材とした解読ノート

に基き、書きなおしたものである。上述の論文は対音の中、破裂音・破擦音の濁音声母の

存在、匝母 ([6])・ 疑母 ([1]・ 娘母 ([1.])の 存在、鼻音音節 [m]、 [n]、 [D]の存

在、入声韻尾の存在、中古荘組声母が精組声母に発音、果・偶・敷三掃の母音がそれぞれ

[u]、 [()]、 [o]に発音、蟹掃一二等、梗掃、霰掃二等、果掃一等、遇掃など掃韻の文 (読

書音)白 (国語音)異読の存在など鮮明な呉語特徴を持つため『中山伝信録』の対音字に

反映した漢字音は殆ど呉音 (蘇州音)だ と結論した。この結論は今度の解読文作成にも一

鋒丁
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層活かされた。

解読文の凡例は以下のようになっている。

1.検索しやすいため寄語とその間類は通し番号を入れ、順序を表す。ほかの部分は原文
どおり表示する。

2.原文 (見出し語と対音字)の後に解読した中国語の発音 (呉音が殆ど)、 琉球音の順
で並べる。間に←→号で対応を表す。[ ]内に表記された音は国際音声記号。ただ日
本語は送気不送気音の対立がないから送気不送気の表記はしない。

3.呉音 (蘇州音)は主に趙元任 (1928)『現代呉語之研究』 (北京清華学校研究院 )。 葉
祥苓 (1988)『蘇州方言志』 (江蘇教育出版社 )、 古屋昭弘 (1982)「『度曲須知』に見る

明末の呉方言」 (東京都立大学人文學報156)な どを参考にした。琉球音は主に『沖縄語
辞典』 (国立国語研究所 1975年 )、 「クリフォード琉球語」 (「琉球語彙」と略称、勉誠
社文庫71亀井孝解説 1979)、 「十八世紀初期の沖縄方言の音韻」 (高橋俊三 沖縄国際大
学文学部紀要第九巻第一二合併号 1981.1)な ど論著を参照した。ここで謝意を表しま

す。

4.琉球音の解読に漢字語を加え、振り仮名も入れる。ことばの原型としての仮名が確定
できない場合、振り仮名を入れない。

5.根拠としての引文の後につく ( )内は音記の説明である。=(同 じ)、 一 (～から
変化してきた)二種類ある。

6.請崇業『使琉球録』と同じ形を持っている項目は逐一説明する。ただ蒲録 (1579)も
前代の資料 (『琉球館詳語』→̂五世紀、陳侃『使琉球録』1535)か らそのまま写したも
のがあるからそれらの 2項 目は音韻の時代性を確認できるため、出現した最初の資料を
引用する。以上の項目は編集者徐氏の確認を経たとし、一応全部呉音で解読する。合わ

ない個所は随所説明を加える。

(―)琉球語
一 天文
1 天 町 [t`i]]←→ [dN(美 )]
沖縄語で「天」は「dN」 と発音する。

2 日 飛 [hi]←→ [φi(日 )]
3 月 子急 [tslki?]←→ [tstLIlci(月 )]
4 星 夫矢 [fu「 ]一→ [Φ u「 (壇 )]
5 風 喀買子[k`atsl]←→ [kadzШ (嵐 )]
「買」は衛字だと考えられる。

6 雨 阿梅 [am面 ]―→ [?ami(雨 )]
7 雷 喀旺秒一 [k`anmioP]―→ [kaNnJ(神鳴)]
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沖縄語辞典に「雷 hiaagaNllj」 とある。「秒」は「那」の誤字だと考えられる。

8 雲 枯木 [k`umu?]―→ [kumu(雲 )]

9 雪 叉急 [niOuki?]← → [iuki(雪 )]

10 電 賀的 [nuti?]← → [φudil(稲妻)]

沖縄語辞典に「稲妻 hudii」 とある。

11 霜 什嶼 [「mu]←→ [■mu(霜 )]

12 下FI 阿梅福的 [amuifu?ti?]一 → [?amiΦuti(雨降て)]

13 下雪 叉急福的 [n10uki?fu?ti?]← → [iukiΦ uti(雪降て)]

14 霧 氣力 [k′ ili?]―→ [kin(霧 )]

陳侃『使琉球録』の第12條と同じ。

15 露 禿有 [tu?niou]←→ [tuiu(露 )]
『琉球館評語』の第24條 と同じ。「ツ」は「ttl」 と読む。

16 霞 喝喀泥 [k`a?k`a?ni]←→ [?akan(焼 け)]

沖縄語辞典に「朝焼け ?asa?akeei」 、「?akc c=juN 明るくなる」とある。ka五からkai、

kJか らkeciへ変化してきたことが推波1で きる。第二音節の子音にn、 rのズレが見える。

「喝」の子音は「?」 に対応する。

17 雹 科立 [kuli?]一→ [kulH(雹 )]
『琉球館詳語』の第11條と同じ。

18 明日 阿着 [at」ia?]←→ [?at■ a(明 日)]

沖縄語辞典に「明日 ?aca」 (ca=t■a)と ある。原本に「着」は「看」に誤れた。

19 起風 喀買福的活 [k`a?mafu?ti?ku]←→ [kadJ Φutiku(風吹てく)

第五條によると、「買」は谷i字、「子」は脱けている。

20 天陰 町奴姑本的 [t′ iDnukumu?ti?]一→ [tiNnukumuti(天 の曇て)]

21 天晴 町奴法力的 [t′ i]nufa?H?ti?]← → [tiNnuΦanti(天 の晴れて)]

22 後日 阿熱的 [asa?ti?]一→ [?asati(明後日)]

沖縄語辞典に「明後日 ?asatiJと ある。

23 大後H 郁加 [niu?ka]←→ [iu?ka(四 日)]

,中組覇吾舌幸りtに 「21日
′juQkaJ とある。

二 地理

24 ナ也 ,也  [tJ｀ i]←―→ [d31(1也 )]

25 土 足池 [tsu?tJl]←→ [tsllltЛ (上 )]
26 江 密乃度 [mi?nadu]一→ [minatu(港 )]
『琉球館詳語』の第27條と同じ()
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27 '可 喀吐 [k`a?ua]←→ [kaua(川 )]
沖縄語辞典に「川 kaa」 (kaa←kaua)と ある。

28 海 ′鳥米 [umi]―→ [umi(海 )]
29 山 財麻 [niama]―→ [iama(山 )]
下に「間字亦讀同麻音」 (間 も麻のように発音する)と いう註があり、琉球語の「問」

の訓読み「ま」も「麻」と同音することを説明を加えている。

30 水 閲子 [mintsl]←→ [mi(N)dZuI(水 )]
「ズ」の前に撥音がある。

31 泳 谷亦里 [ku?ni?li]← → [kuIH(沫 )]
「亦」は衛字。

32 路 密之 [mi?tJl]←→ [mit「 (道 )]
33 岸 倭喀 [uk`a?]←→ [u ka(陸 )]
34 石 一是 [i?Jl]←→ [?可1(石 )]
35 井l 依喀昧1[ik`a?la?]←→ [■kaua(井戸)]

沖縄語辞典に「井戸 kaua」 とある。「味l」 は「畦 ua」 の誤字だと考えられるc

36 泥 巴羅 [palu]―→ [duru(泥 )]
「巴」は「多tu」 の誤字だと考えられる.

37 沙 是椰 [Jlnu]←→ [sШna(砂 )]
「椰Jは「那 naJの誤字だと考えられる。「足」は「詢」と読む可能性も有る.

38 灰 活各力 [Au()?ko?H?]← → [φokoH(埃 )]
39 碑 啄及一什 [6iaki尉 ?Jl]←→ [iakit,(焼き石)]
40 瓦 日客口圭味1[k`a?uala?]←―→ [kauara 6圧 )]

41 遠 土熱迷 [t′ usa?mi]―→ [tu:sa(遠 さ)]

沖縄語辞典に「遠い tuusaN」 とある。「迷」の対音が不明。

42 近 土古尼迷 [t′ ukunimi]―→ [dukuniI(あ んまり近い)]

沖縄語辞典に「duku あんまり。ひどく。」、「近い nii」 とある.「迷」の対音が不明.

43 長 拿丈熟 [naka?sa?]― → [nagasa(長 さ)]
44 短 陰文紫 [inkia?sa?]―→ [?iNkiaSa(短い)]
沖縄語辞典に「短い ?iNCaSaN」 (Ca=t、「

a―kia)と ある.

45 前 嫡L[mamie]一→ [mJe(前 )]
「L」 は「也 ic」 の誤字だと考えられる。

46 後 嶼什的 [u■ ti?]←→ [uЛ ru(後ろ)]
「的」は誤字だろう。
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47 左 分搭里 [fuOnta?I]←→ [Φi(N)daHヒ 推S]

沖縄語辞典に「左 hwizai」 (Zai←dan)と ある。「ダ」の前に撥音がある。

48 右 名急里 [miっ kitti]←→ [mKN)9■it税郵 ]

沖縄語辞典に「右 ni五 H」 (ni←mi j←gi)と ある。

49 上 威 [lli]←→ [?WiI(上 )]

沖縄語辞典に「上 ?w五 ](五一b)と ある。

50 下 昔着 [sR∫ia?]←→ [it∫ia(下 )]

沖縄語辞典に「下 Sca](si=「  ca=げね)と ある。ここの「シ」は「ス」と読む可能性

がある。

51 東 窟之 [k`u?t「]←→ [kut∫ i(こ ち)]

沖縄語辞典に「kud こち、東風。」とある。

52 西 尼失 [nfi?]←→ [nfi(西 )]

53 南 灰 [hui]―→ [ΦCI(南 )]

沖縄語辞典に「南 hwee」 とある。

54 北 尾金尼失 [u?kinnfi?]←→ [(?)nfi(西 )]

「屋金」の対音が不明、「浮」か「沖Jだ と推浪1できる。

55 府 間切 [kienk′ ic?]←→ [maghi(間切)]

沖縄語辞典に「間切 市町村制以前の行政区画の単位。」とある。中国の行政区画の

「府」に相当すると思い、そのまま書き込んだと考えられる。
「間切」は対音字ではない。

56 村 母味1[ula?]← → [mura(村 )]
「母」は (母 mu)の誤字だと考えられる。

三 時令
57 春 吟羅 [ha■u]一→ [Φaru(春 )]

58 夏 納之 [na?t■]←→ [natsЩ (夏 )]
「之」は「tsl」 と発音する可能性も有る。原本に「納」を「約」に誤れ

た。

59 秋 阿紀 [aki]←→ [?aki(秋 )]

沖縄語辞典に「秋 ?aci」 (ci一ki)と ある。

60 冬 灰崎 [huiniu?]← → [Φuiu(冬 )]

61 冷 晦無 [huisa?]← → [Φisa(寒い)]

沖縄語辞典に「寒い hw‖ saN」 とある。

62 熱 阿子熟 [atslsa?]←→ [?at sttlsa(熱 さ)]

63 寒 辟角羅紫 [bi?鳳 o?lusa?]←→ [pigiorusa(冷たい)]
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沖縄語辞典に「冷たい huizurusaN」 (hui一 pi zu←giu←gio)と ある。「ヒ」は「pi」

と発音するc

64 暑 奴羅撒 [nulusa]←→ [nurusa(温さ)]
65 陰 姑本的 [kumu?ti?]←→ [kumuti(曇て)]
『琉球館謂語』の第73條 と同じ。

66 陽 法力的 [fa?‖?ti?]一→ [ΦaHti(晴て)]
67 書 皮羅 [bilu]←→ [piru(昼 )]
「ヒ」はpiと発音する。

68 夜  晴羅 [iu?lu]← ・・[iuru(夜 )]

69 朝 阿喝子吉 [aka?tslki?]←→ [?akatsLLlki(暁 )]

70 晩 有熱嶼的 [niOusa?mti?]←→ [iusaNdi(夕 暮)]

沖縄語辞典に「夕暮 jusaNdi」 とある。

71 時 吐吉 [t′uki?]一→ [tuki(時)]

72 気 亦吉 [鉗?ki?]―→ [■ki(息 )]
73 年 多式 [tuЛ ?]一→ [tu「 (年 )]
74 節 些谷尼即 [ゞ cku?n責 豆?]―→ [ゞ ?kunitЛ (節供日)]
「チ」は「ツ」と発音する可能性もある。

75 正月 夏括子 [hiakua?tsl]― → 睛auguatsШ (正月)]

沖縄語辞典に「正月 sjoo9Wag」 (sjィ)と ある。

「が」はgllaと 発音し、以下の十数例も同様。第一音節の 7・音の対応にズレがある。

76 二月 風括子 [nikua?tsl]← → [niguatsu■ (二月)]
77 二月 三括子 [sankua?tsl]←→ [sanguatsЩ (二月)]
78 四月 式括子 [「 ?kua?tsl]←→ [Л guatsШ (四月)]
79 五月 吾括子 [Dukua?tsl]←→ [guguatstu(五月)
80 六月 六姑括子 [lu?kukua?tsl]← → [rukuguatstu(六 月)]
81 七月 失之括子 [■ ?t「 kua?tsl]← → [Jitiguatstu(七 月)]
82 人月 陪之括子 [ha?tJlkua?tSl]←→ [hat■ 9uatSul(八月)]
83 九月 空括子 [kuDkua?tsl]― → [ku(N)guatSШ (九月)]
「が」の前に撥音がある。

84 +月 間括子 [dJo?kua?tsl]←→ [dJulguatsШ (十月)]
85 十 一月 F蜀一之括子 [dJo■?tЛ kua?tSl]← → [d5iulttЛguatStlI(十 一月)]

86 十二月 ,蜀風括子 [d_3io?nikua?tsl]←→ [dJuiniguatsШ (十二月)]

87 初一 之搭之 [tita?tЛ ]←→ [tsШita中 (朔 )]
この例と以下の十例の対音からみると、自tの「之」は当時の蘇州音で既に「tsl」 と発
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音する可能性がある。「初」は月の初旬のうちの日を指す。

88 初二 福子介  [fu?tslka]←→ [Φutstllka(二 日)]
89 初三 之搭之密介 [t■ta?tJImi?ka]― → [tsШitatJlmi?ka(朔三日)]

90 初四 之搭之哨介 [t.ヵ ta?tJ16iu?ka]←→ [tsШ nat、「 iu?ka(朔四日)]

91 初五 之搭之 一子介 [t■ ta?tJ■ ?tSlka]―→ [tsluitatЛ IsЩka(朔五日)]

92 初六 之搭之美介 [t■ ta?tJlmuika]一→ [tstLIttatЛ muika(朔 六日)]

93 初七 之搭之椰介 [tЛ ta?t「 nOka]←→ [tsШitatinanOka(朔 七日)]
「na」 の対音字がない。

94 初八 之搭之鴨介 [tita?tJliaka]← → [tsШ itat■iauka(朔八日)]

95 初九 之搭之哭占魯 [tita?t■ k′ u?kulu]←→ [tstuitat■ kukunuka(朔 九日)]
「力」の対音字がなく、「ノ」の対音にn、 1のズレがある。

96 初十 之搭之土介 [t■ ta?tit′uka]←→ [tstllitatitulka(朔 十日)]
97 十一 之一子ガZ子 [t■i?tsln■ sl]←→ [d5i?ittni中 (十一日)]
二ヵ所の「チ」にともに「tsl」 で対音している。以下の例で十二日、十三日、十六日、

十七日、十八日、十九日、二十二日、二十三日、二十五日、二十六日、二十七日、二十

九日、三十日十三例は同じく「チ」に「子 tsl」 が対応し、十四日と十五日だけは「チ」

に「之 ti」 が対応する。ズレが生じているのは、発音者の訛りか記音者のミスかと考

えられる。他に、「十」は「之 ti」 で対応し、次の三例もそうである。対照的に、その

次の十五日から十九日までの五例は「十」に「坐 zu」 で対応している。当時の「十」

は「じっ」と「じゅう」の発青が交錯的にされたようである。

98 十二 之泥泥子 [tЛ nillitsl]一→ [d6i?nin■■ (十二日)]
99 十三 之三泥子 [t_「 sann■ sl]←→ [d3i?saNnit、「 (十二日)]
100 卜四 之嗜泥之 [tЛ niu?ni中]←→ [dj■ u?nit「 (十四日)]
101 十五 坐占泥之 [zukun■ Jl]←→ [d5iulguni「 (十五日)]
102 十六 坐六古泥子 [zulu?kun■ 1]←→ [d」 ulrukuniti(十 六日)]
103 1-七 坐 卜七泥子 [zu5i?tsi?nitsl]←→ [d3iu:Л t「niti(十七日)]
104 十八 坐階之泥子 [zuha?tinitSl]一 →

105 十九 坐苦苫泥子 [zuk`uk`unitsl]← →

一つの「苦」は衛字。

[d5iulhat∫ init∫i(十 ノヽ日)]

[d5iulkunitJl(十 九日)]

106 二 l‐ 皓子介 [hatslka]一→ [hatsttlka(二十)]

107 ニ トー 階子介疸 [ha?tslkatsy]← → [hatsLLlka
「fil」 は次のし例の「

`lJに
近い音記たと考えられる。「十 じゅう」の対応にしようと

するものだが合わない。

108 二十二 皓子介泥泥子 [ha?tslkaninitsl]

(二十)]

←→ [hatsШ kaninttJl(二 十日11日 )]
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上旬の「朔」と同じ、「二十日」を用い、下旬の日を作り出す例である。

109 二十二 風徹三泥子 [nitsusannitsl]← → [nidJulsaNnit、「 (二十二日)]

110 二十四 風狙晴介 [nizuniu?ka]← → [nidjuliu?ka(二十四日)]

111 二十五 試狙姑泥子 [nitsukunlsl]←→ [nid3iu19un■
「
(二十五日)]

112 二十六 風役六姑泥子 [nitsulu?kunitsl]一 → [nidJulrukunit「 (二十六日)]

113 二十七 月式祖失之泥子 [nlsufi?t、「 nitsl]―
→ [nidJulitinit■ (二十七日)]

114 二十八 風祖陪之泥子 [nitsuhatinnSl]←→ [nidJulhatJintJl(二 十八日)]

115 二十九 風狙苦苦泥子 [nitsuk`uk`unitsl]← → [nid3iulku面 t■ (二十九日)]
「苦」力`一つ多い。

116 二十 三狙泥子 [santsunitsl]←→ [saNdJulnit「 (三十日)]

四 花木
117 茶 札 [t∫a?]一→ [tia(茶 )]
『琉球館詳語』の第105條 と同じ。

118 花 諮那 [hua?na]←→ [Φana(花 )]
119 葉 裕 [hua?]一→ [Φa(葉 )]
120 枝 又打 [niOuta]―→ [iuda(枝 )]

沖縄語辞典に「枝 iuda」 とある。

121 樹 那吉 [naki?]―→ [naki(?な木)]
124條の後半を取って作った項目だと思われる。

122 果 吾也 [Dumie]← → [?ume(梅)]

陳侃『使琉球録』第92條 と同じ。

123 松 貿子 [mOtsl]←→ [matsЩ (松 )]
124 栢 貿子那吉 [mOtslnOki?]← → [matstunoki(松の木)]
125 竹 托几 [t′ o?ki]一→ [taki(竹 )]

第一音節の母音がoと aのズレがある。

126 争 打吉 [taki?]一→ [taki(筍 )]
127 棗 那多L[natumic]―→ [natume(棗 )]
『琉球館詳語』第116條 と同じ。「ツ」は「m」 と読む。

128 木 難 [ki]←→ [ki(本 )]
129 草 谷熱 [ku?sa?]← → [kusa(草 )]
130 梅花 「I梅 [nm」 ]―→ [?Nmi(梅 )]

沖縄語辞典に「梅 ?Nmi」 とある。

131 蓮花 臨 [Hn]←→ [HN(蓮 )]
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「
―
―
―
―
―
―

132龍 眼 客梗 臥 `c?ka]]←→ [HuNgaN梶 島 ]

「客」は「容 乙iu■」の誤字だと考えられる。

133 木頭 梅旺梅拿乃 [muinmuinanai]←→ [?]

「梅 旺梅」は第130條と同じ、「拿乃」は次の137「桃 莫莫拿乃」
の後半である。「木

頭」は中国語で「木、薪」の意味を持ち、以
上の内容に関係ない。

134 杉木 思難 [slki]←→ [sigi(杉 )]
カキ

135 楡木 招難 [k`a?ki]←→ [kaki O市 )]

沖縄に「楡」 (ノ ニレの本)は存在しない。対音字
の発音から見ると、恐らく「柿」で

ある。
クロキ

136 鳥木 哭羅難 [k′ u?luki]←→ [kuruki(黒木 )]

137 桃 莫莫拿乃 [mO?mo?nanai]←→ [mOmOnOnai

第二音節の母音が合わない。沖縄語辞典
に「実

遇型

138 杏 色莫莫 [se?mo?mO?]― → [Sll113撃° (李 )]

139 柳  現其 [nicngi]←→ [ia(N)nagi(り 1)]

‖F∫η肌看
し
■[呻出造勘

∫堪懃祗
1艦

i｀r穐舅負L(揃

(桃の実)]

(1←五)と ある。

(格樹)]

「六 lu?」 の誤字。

「石」は自読音。

142 藉 菱公 [liDkuっ ]

143 扶桑花 菩薩諮那
「フ」はpuと発音。

←→ [HNkuN(蓮根)]     フゥさゥハナ
[busa?hua?na]――→ [pusauΦana (l夫ず驀オι)]

144 格 茄子埋大 [gatslmada]←→ [gadJmaru

沖縄語辞典に「格樹 gaぷ maru」 とあ亀
。
卜∫
大」は

145 梧桐 谷多 [ku?tu]←→ [gutuゝ ∫T桐
)]

146 桂 難花 [kihua]←→ [kilka(桂花)]

「ヵ」は中国語の発音で「Φa」 と発音す
ることが考えられる。

147 難冠 難柔 [kito]← → [kiltol(鶏頭)]

148 茉莉 木一乖 [mu■?kua]←→ [muikua(茉 莉花)]

沖縄語辞典に「muib・a もりか」 (1←五)と ある。

149 鳳尾蕉 靴底子 [hyotitsl]←→ [StLIthsШ (蘇鉄)]

150 協枝 利市 [‖
「
]←→ [面 It∫i(協枝)]

第二音節子音に∫とt∫のズレがある。
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151 甘薦 翁吉 [uDki?]←→ [uI(N)gi(荻 )]

沖縄語辞典に「砂糖黍 ullzi」 (zi←gi)と ある。

152 胡椒 窟受 [k′u?zou]一→ [ku、ぃuI(胡椒)]

藷崇業『使琉球録』第108條 と同じ。

153 蘇木 司畦 [slua]←→ [sШuau(蘇材)]

陳侃『使琉球録』第129條 と同じ。

五 鳥獣
154 龍  達都  [da?tu]←→  [tatu (竜 )]

陳侃『使琉球録』第110條 と同じ。「ツ」はttlと 発音。

155 虎 土拉 [t′ ula?]←→ [tura(虎 )]

156 鹿 呵pI失失 [koni?「?]←→ [koINЛЛ (鹿 )]

沖縄語辞典に「鹿 koonusisi」 (si―■)と ある。対音字から見ると、「nu」 音節は「n」

と発音するようだ。

157 馬 喚馬 [m ma]―→ [?Nma(馬 )]

沖縄語辞典に「馬 ?Nma」 とある。「ma」 の前の「N」 が「m」 の性質が持っている。

158 獅 施失 [Л
「
?]一→ [∫Ji(獅子)]

159 牛 死失 [η u?■?]←→ [?uЛ (牛 )]

声門破裂音「?」 は「DJで対応する。

160 免 死熱吉 [Du?sa?ki?]一→ [?usagi(兎 )]

同じく「]」 と「?」 の対応。

161 熊 谷馬 [ku?ma]←→ [kuma(熊 )]

陳侃『使琉球録』第117條と同じ。

162 象 喧 [tsa]―→ [dzau(象 )]

蒲崇業『使琉球録』第118條と同じ。「ウ」の対音は失記された。

163 難 堆 [tui]←→ [tui(鶏 )]

沖縄語辞典に「鶏 tu」 (i―面)と ある。

164 鶴 鳥孤欲士 [ukuniu?j]一 → [?ugufi(鴬 )]

原本に「鳥」は「′鳥」(niau)の 誤字になっている。「鶴」は「鴬Jと別物である。第二

音節はiuと iの対応で封音字の発音のu部分がない。

165 猪 lP7妬失失 [mama、「 ?Л?]一
→ [iamaJlJ｀ (猪 )]

166 狗 因 [in]←→ [?iN(犬 )]

沖縄語辞典に「犬 ?iN」 (N~nu)と ある。



167 皮 喀吐 [k′a?ua]―→ [kaua(皮 )]
168 鼠 晶 [nie?]一→ [ne(子 )]
『琉球館詳語』の第154條と同じ。鼠は十二支の「子」に当たる。

169 鴬 打答喝 [tata?ka?]← → [?taka(鷹 )]
『琉球館詳語』に「鴬 達個」、陳侃『使琉球録』に「鴬 打答喝」とある。「答喝」は

鷹で、「打」は「大」(大きい)で しょうか。中国語で鷹、鴬は別物で、単なる同音なの

で、同音俄借字だと考えられる。

170 羊 皮着 [bidJa?]←→ [pid5ial(山 羊)]

沖縄語辞典に「山羊hw五 zaa」 (hwi―pi Zaa=dJal)と ある。

171 蛇 密密 [mi?mi?]←→ [mi(巳 )]
『琉球館評語』に「蛇 密密」とある。「蛇」は十二支の第六の「巳」に当たる。「密」

一字は衛字だと考えられる。

172 猥 熱陸 [sattu?]一→ [saru(猿 )]
173 亀 喀也 [k`a?mie]―→ [kamc(亀 )]
174 雀 由門多里 [niOumuntuli]―→ [umu(N)dun(雀 )]

沖縄語辞典に「雀 jumudui」 (i←H)と ある。「du」 の前に鼻音がある。

175 鳳凰 呼宙 [huuo]一→ [ΦuluoI(鳳 凰)]
爺崇業『使琉球録』の第134條と同じ。沖縄語辞典に「鳳Fil huuoo」 (oo←u01)と あ

る。

176 麒麟 其郊 [gihn]一→ [kiHN(麒麟 )]

沖縄語辞典に「麒麟 dHN」 (d← ki)と ある。

177  子L雀  本占雀姑  [k′ utsia?ku]←→  [kud3iaku (J~L雀 )]

沖縄語辞典に「孔雀 cujacu」 とある。

178 猥塚 陪宅 [ha?t、「o?]←→ [kJtЛ (御 琢)]

第一音節の対応はズレがある。「御」の中国近世音は「hi」Jであり対音の子音はそれに

影響されたかもしれない。『琉球館評語』に「膳」は (害 hJ)と し、『中山伝信録』は

それを写し間違えた可能性もある.

179 仙鶴 司禄 [sllu?]←→ [tsuru(鶴 )]

陳侃『使琉球録』の第1391条とlplじ 。第一音節の子音はs、 tsのズレがある。

180 象牙 喧冷其 [tsalo3gi]← → [dzaugiI(象 牙)]

諦崇業『使琉球録』の第1391条と同じ。「冷」は衛字か「のJのような対音の誤字かと考

えられる。

181 状珊 喀也那各 [k`a?nienOk。?]←→ [kamenOkOI(亀 の甲)]

可
ロ

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
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沖縄語辞典に「亀の甲kaam五 nukuu」 (nu←no kuu一koo)と ある。「也」は「也 mie」

の誤字。1731条「亀 喀包」。
182 牛角 几失左奴 []u?Л ?tsunu]―→ [?u「 dzШnu(牛角)]
原本には「死」でなく、「元 nyan」 でぁった。159條「牛 几失」によって訂正した。
183 喜鵠 孔加喰言l[k′uDkatsasl]← → [ku(N)garaSШ (小鳥)]
喜鵠、カササギのことである。ここは「小鳥」の発音に想定できる。「喧」は誤字。

184 鶴項 施立奴谷之 [tuH?nuku?中 ]一→ [tuHnuku中 (鶏の日)]
鶴頂、鶏の「とさか」のこと。「口」と違う。

六 宮室
185 宮 迷耶 [l■linia]―→ [Iniね (宮 )]

186 屋 耶 [nia]←→ [ia(屋 )]
187  「1  灌蜀 [d50?] ~~→  [d5ioI(Fl)]

沖縄語辞典に「門 zoo」 (zoo=dJo:)と ある。

188 戸 耶獨可之 [niadu?k′ ut■ ]←→ Ladukut「 (宿口)]
冊封使が宿泊している「ヤド」の出入り口だと考えられる。戸、中国語で「一枚扉」の

こと。

189 憲 馬都 [matll]←→

190 培 格几 [k`a?ki]一→

191 垣 全止 [duDt∫i]― ・・[tu(N)d5i(閉 じ)]

「全」は「同」の異体字。垣、閉じられた場所だと言える。「じ」の前に控音がある。

192 亭 堤 [di]一→ [til(亭 )]
193 園 風滑 [ゴ 6ua?]←→ [niua(庭 )]
194 措 乞齋究書 [k′ i?tsaiua?Лu]←→ [kidzJΦ aJl(階段の梯子)]
沖縄語辞典に「階段 kittai」 「ヽ梯子 ha雨」(ha←Φa g=■ )と ある。

又略FI條書 [k′ a?ndiЭ
「
u]―→ [?]

又音である。「唐橋」 (か らはし)か「懸橋」 (かけはじ)かと考える。

195 瓦房 喀疎l亦棄牙 [k`a?h?ni?鳳nia]←→ [kalrJda(瓦家屋)]
話崇業「使琉球録」の第153條と同じの

沖縄語辞典に「瓦 kaara」 (二番目のa←uの とある。「棄」は「葉 nie?」 の誤字。

七 器 用

196 弓 憂米 [ioumi]←→ [iumi(弓 )]
197 箭 一牙 [i?nia]← → [ia(矢 )]

[madu(窓 )]

[kak(垣 )]
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198 111桶  旺格  [ukJ]←→  [uki(本籠)]

199 木杓 祢波 [nipu]← → [nibu(柄杓)]

沖縄語辞典に「柄杓 nibu」 とある。

200 脚踏棉 波着子 [pud3ia?tsl]←→ [?]

胡靖「杜天使冊封琉球真記奇観」によると、脚踏棉は
「ただみ」を指す。

201 悼 奉 [pu]]一→ [?]
lltは櫓、櫂、竿などの意味を持つ。対音字の発音に合う言葉は

「棒 [bu:]」 であろうか。

202 浴桶 克塔里 [k′ o?ta■ i]←→ [k■ aH(木樽)]

203 椅子  倭里男『 [uolina]←→  [?]

204 風櫨 魯 [lu]←→ [ru(ln_)]
205 牙刷 番pI脚難母魯 [fannkia?kimulu]←→ [Φa(N)kakimunu(歯質研)]

206 春箕 失式 [Л ?t′Э?]←→ [Лde(四手)]
「四手」状の「箕 (み )」 だと考えられる。

ハカリ

207 我子 法介依 [fra?k」]←→ [ΦakJ(秤 )]

沖縄語辞典に「秤 hak」」 (i←H)と ある。

208 天平 聴馬答白 [t′iomata?ba?]←→ [?]
「聴」は「天」の対音のようだ。

209 刀 和着 [6udJa?]←→ [Φuifiau(包丁)]

210 刀鞘 絲古稽耶 [slkul面 a]←→ [su■gusJa(直グ鞘)]

「琉球入學見間録」に「祀」でなく、正字の「撒」(sa?)で ある。

211 輛子 爽介子 [ka?katsl]―→ [kagukat「 (馬籠)]

沖縄語辞典に「駕籠 kagtlkad」 とある。「gtl」 の対音字が脱け
ている。

212 木套 阿書着 [可iudJa?]一→ [?a■dJa(足駄)]

沖縄語辞典に「足駄 tacibaa?asiza」 (zttdJa)と ある。

213 傘 爽熱 [ka?sa?]← → [kam(傘 )]

214 竹月 死執 []u?tЛ ?]←→ [kud3i(級 )]

竹月、竹の薄片。

215 床 閑札古 [nandza?ku]←→ [?]

216 燈 禿羅 [t′ u■u]←→ [tulrlli(燈 籠)]

217 面桶 他古 [t′aku]←→ [tagu(桶 )]

面桶、顔を洗う桶。沖縄語辞典に「桶 taagu」 とある。

又他里 [t′ ali]―→ [tarai(空 )]

又音。「J」 は「里」の「i」 に合わないが、「el」 になって
いる可能性もある。
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218  0局  男6月卑 [nabi]― ―→ [nalbi(0局 )]

沖縄語辞典に「鍋 naabi」 とある。

219 鍋蓋 福大 [fu?da]← → [Φuta(蓋 )]
220 瓦確 之pI[t∫ n]一→ [?]
221 瓢 爾nI[min]一→ [?]
222 掃篇 火気 [huki]一 → [holki(帯 )]
沖縄語辞典に「帯 hood」 (d←ki)と ある。

223 舟合 J]イ示 [Auni]――・ [Φuni(力合)]

224 算盤 山婦盤 httmball]← → [saNbaN(算盤)]
「そろばん」ではなく、中国語音に近い。

225 油蓋 雖之既 [suit■ ki]―→ [■djki(油皿)]
沖縄語辞典に「油皿 s鬱たi」 (d―ki)と ある。

226 木杭 沙八巳 [sapa?sl]一→ [鰍baki(櫛 )]
沖縄語辞典に「櫛 sabaci」 (ci←ki)と ある。「巳」は「己 lci」 の誤字。

227 甕 客挽 [k′a?mi]一→ [kami(甕 )]
228 索 争拿 [tsЭ]na]←→ [tstll(N)na(綱 )]
229 斧頭 霞爽 [nittuaO]―→ [JaIΦuNguaI(斧 )]
沖縄語辞典に「斧 saanuNgwaa」 とある。琉球語音を見ると、対音字の前後関係が逆

のようだ。二音節もそれぞれズレがある。

230 湯盆 他阿味1[t′ aala?]―→ [tarai(盟 )]
「阿」は長音を記録した。「イ」の封音字は脱けた。

231 竹籠 古衣人古 [kuipa?ku]― → [kulbaku(籠箱)]
沖縄語辞典に「籠 kuu」 、「箱 haku」 とある。「衣」は衛字であり、上の項目「湯盆」

から来たかもしれない。

232 筋 賣生 [maJЭり]←→ [m・aψ (箸 )]
沖縄語辞典に「箸 meeS」 (ee一ai)と ある。「生」は「失

「
?」 の誤字だと考えられ

る。

又皮lftE失 [bibtti?]―→ [pibtti(火箸)]

又音。「ヒ」はpiと発音する。

233 鎖 柴心 [zasn]一→ [sa:sul(錠 )]

沖縄語辞典に「錠 saa,i」 ('i=si)と ある。

又沙四内古 [saslnuiku]一 → [salsulnu?kua(鍵 )]

又音。沖縄語辞典に「鍵 saa,inuQkua」 (kua← ko)と ある。「内」の 1サ 音は琉球音に



ズレがある。

234 畑筒 啓力 [kih?]―→ [kJiH(煙管)]

沖縄語辞典に「煙管 dsiH」 とある。第二音節の対音字が脱けた。「琉球入學見聞録」

に「姻筒 奇失稽」とある。

235 荷包 荷作 [nuza?]―→ [Φusa(房 )]

荷包は、袋物、きんちゃく、ポシェットのこと。

236 茶鐘 茶碗 [t■auan]←→ [t■auaN(茶椀)]
237 飯碗 蓼介衣 [ma?kJ]← → [mak」 (椀 )]

沖縄語辞典に「椀 makJ」 (1←五)と ある。

238 銅確 約慣 [a?kuan]←→ La?kuaN(薬罐)]
沖縄語辞典に「薬罐 jaQkwaN」 とある。「力」は「kua」 と読む。

239 燎螢 式執直 [Л ?tЛ ?dJ?]一→ [∫id5資■ (油皿)]

225條「油蓋 雖之既」と同じ。油蓋は油皿といい、燎螢はろうそく立てという。
240 日棋 古 [ku]―→ [gu(碁 )]
241 香lF_ 科lt_[kolu]一→ [kolru(香炉)]

沖縄語辞典に「香le~ ?uk。。ru」 とある。

242 箱子 科阿里阿尋 [kuJiaku]―→ [ku:a五 haku(香あり箱)]
第四音節「ハ」の子音が失記した。

243 面盆 汗体及里 [nanniktti]―→ [?]
244 盤 他疎1古 [t`ala?ku]一→ [P]
245 匝 奇八 [kupa?]←→ [paku(匝 )]
対青字は「八吾」であるべき。「ハ」は「pa」 と読む。

246 水注 関子磁之 [mintsldzlt「 ]一→ [mi(N)dZШ tSШdJ(水注)]
「ズ」の前に撥音がある。

247 鏡子 喀敢泥 [k′a?kanni]―→ [kagaNni(鏡 )]
沖縄語辞典に「鏡 kagaN」 とある。対音字から見ると、kagaNniと 読むこともあった。

撥音の頭子音化現象は琉球語に存在する.例 えば、「琉球館詳語」に「天 旬尼」
(tienni)と ある。次の項日の「奴」もそうである。

248 酒壺 勝奴 [k`uinu]← → [kuφinu(小瓶)]
酒器の一種、沖縄語辞典に「小瓶 kuhwiN」 とある。対音字からみると、「ン」から

「nuJの発音に変化した。撥音の頭子音化といえば、「Nnu」 と読むべき、撥音が直接に

「な」行の発音に変化するのに違い、この例はまた研究する必要がある。対音字「勝」

は「コヒ」二音節に対応している。

249 燭競 高L思古苔 [luOnslkud」]←→ [r()IsokudJ(蝋燭台)]
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対音字「簡し」の「―n」 の部分が琉球音に対応できない。現代蘇州音の「簡L」 の「―n」 が

既に消失して、いわゆる中古山成二掃の韻尾消失現象である。その現象は最初に文献に

記録したのは1790年頃の韻書「荊音韻彙」であり、「中山伝信録」より七十年後のこと

である。「中山伝信録」に山成二撮の舒声字が二十数例用いられ「―n」 は撥音と対応し

ないのは「簡L」 と384の「漫」の二回しかない。孤例だが山成二掃韻尾消失現象の先兆

例とみても良いかもしれない。

250 短替 喀体熱失 [k`a?nisa?「 ?]一→ [kamisa「 (髪差し)]
「ミ」はlliと読む。

251 長管 爾誇 [mik′ua]一→ [mikuuai(御 慈姑)]
「i」 の対音字が無い。「慈姑」は「慈姑頭」の略。髪に差す「審」が結髪の形に間違え

て音記したと思われる。

252 酒盃 失六加泥 [■■u?kani]一→ [「 rukani(銀 )]
酒盃の原材料を言っている。

253 象棋 沖棋 [t∫luDgi]←→ [t■ uNgi(将棋)]
沖縄語辞典に「将棋 cuNJi」 (Zi←gi)と ある。

254 盗 喝鳩吐 [ka?ut′u]←→ [kabuto(兜 )]
薫崇業「使琉球録」の第154條と同じ。第二音節の子音が合わない。

255 甲 幼羅衣 [ioului]←→ [iumi(甲 )]
陳侃「使琉球録」の第158條と同じc

256 弦 子奴 [tslnu]←→ [tsШru(弦 )]
謂崇業「使琉球録」の第1"條と同じ。第二音節の子音はn、 1のズレがある。

257 鎗 牙立 [niali?]―→ [ia面 (槍 )]
陳侃『使琉球録』の第163條と同じ。

258 盆 大鎗 [d」」]―→ [tarJ(霊 )]
陳侃『使琉球録』の第166條と同じ。

259 瓶 四胡平 [s16ubiD]←→ [?]
詰崇業『使琉球録』に「瓶 匹胡平」とある。「四、平」は皆な誤字のようだ。
260  カ合  ¬言ツ2 [p′ uni]←→  [puni(殉合)]

斎崇業『使琉球録』第166條と同じc「フ」はpuと読む。

261 施 花時 [huaJ]一→ [φ a■ (橋 )]
『I充球館詳語』の第223條 と同じ。

262  舟老  澤事グξ [k`aN∫i?] ←→  [ka(N)5i(lt)]

『琉球館詳語』の第224條 と同じ。「ジ」の前に撥音がある。

263 櫓 羅 [lu]一→ [l‐u(櫓)]



『琉球館詳語』の第225條 と同じ。

264 簿 賀 [6u]←→ [hu(帆 )]
『琉球館詳語』の第226條 と同じ。蓮、船のとま。

265 帯 文筆 [voNpi?]←→ [?u(N)bi(帯 )]
「ビ」の前に接音がある。

266 書 什慶子 [「mntsl]一→ [Лumutsul(書物)]
沖縄語辞典に「本 sjumud」 とある。琉球語の「Лu」 が「■」で対応している。対

音字音と琉球音の両者はiと iuのズレが何か所もある。これは徐楳光記音の特徴の一つ

と言え、蘇州音iuの u消失、或いは [y]の回唇特徴の消失現象が進み、記音者はiu(或

いは [y])と iの区別はできなくなったことを意味すると考えられる。

267 書 夷夷喀之 [niflik′ a?ti]一→ 卜Ikati(絵書き)]
沖縄語辞典に「絵 五」とある。対音字はその長音とkの回蓋化音を記録した。

アザ(ン )ナ

268  字  『可三那  [asanna]← →  [?adza(N)na (字 )]

沖縄語辞典に「字 ?aζ ana」 とある。「ナ」の前に撥音がある。

269 筆 夫的 [fu ti?]←→ [Φudi(筆 )]
270 墨 細米 [sillli]一 → [sШlllli(墨 )]
271 紙 陪皮 [ha?bi]←→ [kabi(紙 )]

沖縄語辞典に「紙 kab」 とある。第一音節の子音の対応はズレがある。

272 硯 思子里 [sltslli]← → [sШdzluH(硯 )]
273 扇子 Y吉 [oki?]←→ [?olgi(扇 )]

沖縄語辞典に「扇 ?oo五」 (五一gi)と ある。

274 屏風 瓢布 [p′ iopu]―→ [biobu(屏風 )]
275 花瓶 抱拿 [pona]←→ [pana(花 )]

蒲崇業『使琉球録』の第184條と同じ。「ハ」はpaと 発音する。

276 香盆 福法名 [fu?fa?miり ]←→ [kauΦ akO(香金)]
『琉球館評語』に「香金 稿法↑」、陳侃『使琉球録』に「香盆 福法各」とあり、陳録
の「福Jは詳語の「稿 katl」 の誤字。中山伝信録は陳録に従がい、「名」は「各 ko?」

の誤字。

277 倭扇 柱其 [uaOgi]一→ [uoI(N)gi(扇 )]

第273條 を参照。沖縄語辞典に「扇 ?oozi」 (?oo← u。 1)と ある。「ギ」の前に撥音があ

る。蒲崇業『使琉球録』の第186條と同じ。第273條 より古い発音をしている。

278 玉帯 衣石乞各必 [Jl?k′i?ko?pi?]←→ [JiⅡkiobi(石帯)]

おもろさうしに「帯 ききよび」とある。陳侃『使琉球録』の195條 と同じ。

279 金杯 孔加泥麻佳里 [kuη kanimakJi]一→ [ku(N)ganimaka面 (黄金椀)]
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陳侃『使琉球録』の第195條 「金鐘」と同じ。「椀」は第237條「飯椀」を参照できる。

「ガ」の前に撥音がある。

280 園棋 右 [niOu]―→ [gu(碁 )]
第24011条「圃棋 古」と同じ、「右」は「古 ku」 の誤字。

八 人物
281 皇帝 倭的毎 [uti?mui]←→ [?utilmeI(御帝前)]
『琉球館謂語』の第277條と同じ。沖縄語辞典に「?u 御、敬語の接頭辞」 (?u― uo)、 一

mee[前 ]、 様。尊敬の意を表わす接尾辞」(mcc←mj←mayc)と ある。

282 国王 哭泥華 [k′u?ninuO]←→ [kuniuOI(国王)]
283 王妃 倭男祀味|[unanma?]←→ [una(N)dJara(女 按司)]
斎崇業『使琉球録』の第194條には「王妃 倭男札疎l」 とある。ここの「稽」は「札」
(t∫a?)の誤字。沖縄語辞典に「unazara 女按司 王の妻妾」とある。「dJa」 の前に撥
音がある。

284 王子 倭奴鬱勃人誇 [u ntliu?bO?30nk`ua]―→ [onu(?)kua(王 の (P)子 )]
沖縄語辞典に「子 Qkwa」 とある。請崇業『使琉球録』に「王子 倭奴爵勃人誇」と
ある。ここの「鬱」は「爵」の誤字。また、「爵勃人」の意味は不明。

285 朝廷 倭毎奴 [um面nu]―→ [?umelnu(御前の)]
『琉球館詳語』の第282條と同じ。沖縄語辞典に「?umee 御前 御前様、殿様、御殿の
主人公に対する敬称。昔、按司と称した者が首里に居宅をかまえて住むようになってか

らは、?umccと いわれるようになった。」とある。

286 大夫 大福 [dafu?]― → [t」Φu(大夫)]
『琉球館詳語』に「大夫 太福」力`ある。ここの「大」は「太 t′ J」 の誤字だと考えら
れる。

287 長史 丈史 [d3iaD■ ]←→ [tianJl(長史)]
288 使者 使臣 [■dJn]←→ [「Jn(使臣)]
『琉球館詳語』の第285條 と同じ。

289 通事 通資 [t′ uOtsl]←→ [tu(N)5i(通 事)]

「ツ」はtllと 読む。謂崇業『使琉球録』の第201條 と同じ。

290 正使 中司 [insl]―→ [in■ (正使)]
陳侃『使琉球録』の第202條 と同じ。「正Jの発音「しん」は中国音に近い。

291 副使 付司 [fusl]一→ [Φu■ (副使)]
陳侃『使琉球録』の第2∞條と同じ。「副」の発音「ふ」は中国音「フッ」に近い。

292 大老爺 阿几喝那什 [akika?na■ ]←→ [?agiganaル (按司加那志)]
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老爺、旧時、 一般人の官吏に対する称呼。大老爺、地位の高い官僚。沖縄語辞典に「按
司 ?aぷ」 (ガ =dJ← gi)、 「ganasi 加口「志、表敬の接尾辞」とある。

293 老爺 安主 [ant、「 u]←→ [?a(N)dJ(按司)]
上條に参照できる。「ギJの音節、上は「gi」 、ここは「d5i」 と発音、当時の「gi」 が

「d6i」 に変化中、日蓋化が進んでいる資料とも言えるかもしれない。沖縄語辞典に「按

司 ?aNZi」 とある。

294 大臣 沈喝 [inka?]←→ [∫ Nka(臣下)]
295 女婿 母姑 [muku]―→ [mulku(婿 )]
沖縄語辞典に「婿 muuku」 とある。

296 祖 五虎之 [OuhutЛ ]―→ [?uΦ u■uI(大主)]
沖縄語辞典に「父方の一番上の伯父 ?uhusjuu」 とある。第二音節の「u:」 の部分が失

記された。

297 孫子 婿馬喝 [mumaka?]←→ [?Nmaga(孫 )]
沖縄語辞典に「孫 ?Nmaga」 とある。

298 父 會几喝鳥耶 [ntlikika?unia]←→ [uikiga?uia(父親)]
沖縄語辞典に「父親 ′wikiga?uja」 とある。
299 子 括 [kua?]―→ [?kua(子 )]
第284條「王子」を参照できる。

300 女児 含南姑括 [Auinankukua?]← → [uina(N)gugua(娘 )]
沖縄語辞典に「娘 uinaguNgwa」 とある。対音字音によると「gua」 の前ではなく

「gllJの前に撥音がある。

301 大 五晦熱 [ηuhuisa?]← → [?uΦ isa(大 きい)]
沖縄語辞典に「大きい ?uhwisan」 とある。

302 小 枯熟 [k′ usa?]―→ [kulsa(ィ、さい)]
沖縄語辞典に「ノlヽさい kuusaN」 とある。

303 弟婦 晴美 [niu?mi]← → [jumi(嫁 )]
「弟婦」、弟嫁のこと。

304 妻 施厨 [t′ udJu]←→ [tud5i(妻 )]

沖縄語辞典に「妻 tu五」とある。

305 夫 戸多 [Autu]←→ [ut u(夫 )]
沖縄語辞典に「夫 utu」 とある。

306 弟 尾多 [u?tu]← → [?u?tu(弟 )]
沖縄語辞典に「弟 ?uQtu」 とあるc

307 兄 洗之 [sit「 ]←→ [sildza(兄 )]
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沖縄語辞典に「兄 ,五ζa」 とあるの当時の蘇州音に「之Jの声母は既に音変化して「ts」

と読むことも考えられる。

308 朋友 獨需 [du?siu]←→ [du■ (友達)]
沖縄語辞典に「友達 duゞ」とある。

309 体 啄 [nia]←→ [?iaI(お 前)]
沖縄語辞典に「お前 (第二人称)?jaa」 とある。

310 我 究pI[ua?n]← → [uaN(私 )]
沖縄語辞典に「私、自称 waN」 とある。

311 妓 俗里 [zu?H]←→ [zuH(女郎)]
沖縄語辞典に「ζuH 女郎、遊女、娼婦」 (7u=zu)と あるc
312 母 會南姑′鳥耶 [nuinankuuflia]一→ [uina(N)guuja(母 親)]
沖縄語辞典に「母親 uillagllllia」 とある。「guJの前に撥音がある。

313 男 會几喝 [6uikika?]← → [ukga(男 )]
沖縄語辞典に「男 ′wikiga」 とある。
314 女  會南姑  [fluinanku]― →  [uina(N)gu (I矢 )]

沖縄語辞典に「女 ′winagu」 とある。「gll」 の前に撥音がある。
315 Y頭 土母 [t′umu]←→ [ttlmu(供 )]

γ頭、侍女のこと。

316 僕 濃無 [nuDsa?]←→ [?]
僕、しもべのこと。

317 親戚 眼街 [llika]―→ [?uαka(親戚)]
沖縄語辞典に「親戚 ?wccka」 とある。

318 公子 三波堤 [sanpudi]―→ [sa(N)murC:(士族)]
沖縄語辞典に「士族 samuree」 (ree← r・ai)と あり、「侍」のことと思うc「mu」 の前

に撥音がある。子音のpと m、 dと rはズレがあるが調音部分が同じ。

319 客人 客姑 [k`a?ku]―→ Rよu(客 )]
沖縄語辞典に「客 c・akuJ(c卜 tJla=kia)と ある。

320 主人 堤就 [diおbu]←→ [ti可 uヽ(亭主)]
第二i音節の子音はtsと∫のズレがある。

321 唐人 0/J濃周 [t`aunuDtJ10u]一 → [taunu(N)d3iu(唐 の人)]

沖縄言吾辞典に「人 Qcu」 (?t「 u)と ある。「濃」の対音から見ると「人」は濁音化した。

322 姉 洗之鳥乃 [sit、「 unJ]一
→
[ゞzaund(姉 )]

沖縄語辞典に「姉 ,iizaunJ」 とある。第二音節の「t巨」と「za」 はズレがある。

323 妹 尾多鳥乃 [u?tuun」 ]←→ [?u?tuunJ(妹 )]
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沖縄語辞典に「妹 ?uQtuunai」 とある。

324 貧 平素奴周 [bi3sunutJ10u]一 → [piNSulnutJlu(貧乏な人)]
沖縄語辞典に「貧乏 hwiNSuu」 (h宙←pi)と ある。「ヒ」は「pi」 と発音する。

325 富 唄既奴周 [udkinut■Ou]―→ [?uelkiinut■ uI(金持ちの人)]
沖縄語辞典に「?wcckii 金持ち」とある。

326 和尚 巴子 [patsl]←→ [bautsШ (坊主)]
沖縄語辞典に「坊主 booJ」 とある。

327 讐生 一着 [i?d3ia?]一→ [?Jia(医者)]
328 伯 洗之渾局 [sit「 6uongiu?]―→ [silzauNkiuI(兄 叔父)]
沖縄語辞典に「兄 ,iiζ a」 「ヽ叔父 

′
uNCuu」 (cuu=tJlu一kiu)と ある。

329 叔 尾多渾局 [u?tu nungiu?]一 → [?u?tuuNkiuI(弟叔父)]
沖縄語辞典に「弟 ?uQttl」 とある。

330 姑娘 唄妬 [uima]←→ [?wilmasai(美 しくなること)]
沖縄語辞典に「?wiimasJ 成長するに従って美しくなることっ」とある。「s」」の対音

字がない。姑娘、若い女のことで美しくなることと違うが関連がある。

331 参 靴羅買 [hyluma]一 → [Φiruma(昼間)]
多、中国語で父上や方言で祖父の意味を持つ。ここは発音に基づき解読して「多」は

「昼」の誤字だと考えている。

332 娘 阿婦買 [amma]←→ [?aNmaI(母 )]
沖縄語辞典に「母 ?aNmaa」 とある。娘、中国語で母のことと言う。

333 阿姪 威 [ui]一→ [ui:(甥 )]
阿姪、おいのこと。

334 小核子 歪拉培 [huJa?bd]一→ [uJtte(童 )]
小核子、子供のこと。

335 丈人 色多 [sc?tu]←→ [Лta(男 )]
丈人、妻の父。沖縄語辞典に「男 Sttl」 とある。

336 師父 失農褒 [Л?nu,pau]←→ [inu(N)bauI(師 の坊)]
話崇業「使琉球録」の第2051条 と同じ。

337 琉球人 倭急拿必周 [uki?napi?tJlou]一→ [?ukilnapit■ uI(沖縄人)]
陳侃「使琉球録」第212條 と同じ。沖縄語辞典に「沖縄 ?ucinaa」 (ci← ki),「人

hwitu」 (hwi← pi)、 「人 Qcu」 とある。対音字音から見ると、当時に「hwitu」 と

「Qcu」 の組み合わせ式の「picu」 や「hwicu」 の発音が存在する。「ヒ」はpiと発音す

る。

338 日本人 亜馬吐必周 upitЛ Ou]←→ 鵬amatupit■ ui(大和人)]
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可

沖縄語辞典に「妹 ?uQtuunJ」 とある。

324 貧 平素奴周 [bilsunutJ10u]← → [piNSulnut」 lu(貧乏な人)]

沖縄語辞典に「貧乏 hwiNSuu」 (llwi一 pi)と ある。「ヒ」は「p」 と発音する。

325 富 隈既奴周 [udkinutJ10u]←→ [?uclkilnutЛ uI(金持ちの人)]

沖縄語辞典に「?wcekii 金持ち」とある。

326 和尚 巴子 [patsl]←→ [bautstu(坊 主)]

沖縄語辞典に「坊主 booJ」 とある。

327 書生 一着 [i?dJa?]―→ [?可la(医者)]

328 伯 洗之渾局 [sit■ 6uongiu?]←→ [silzauNkiuI(兄 叔父)]

沖縄語辞典に「兄 ,iiζ a」 「ヽ叔父 
′
uNCuu」 (cuu=tiu← kiu)と ある。

329 叔 尾多渾局 [u?tu nungiu?]← → [?u?tuuNkiuI(弟叔父)]

沖縄語辞典に「弟 ?uQm」 とある。

330 姑娘 隈妬 [uima]←→ [?wilmas・ai(美 しくなること)]

沖縄語辞典に「?wiimasj 成長するに従って美しくなることの」とある。「sai」 の対音

字がない。姑娘、若い女のことで美しくなることと違うが関連がある。

331 多 靴羅買 [hyluma]― → [фttuma(昼間)]

多、中国語で父上や方言で祖父の意味を持つ。ここは発音に基づき解読して「参」は

「昼」の誤字だと考えている。

332 娘 阿婿買 [amma]←→ [?aNmaI(母 )]

沖縄語辞典に「母 ?aNmaa」 とある。娘、中国語で母のことと言う。

333  `可姪  威  [ui]←→  [ui:(甥 )]

阿姪、おいのこと。

334 小核子 歪拉培 [huJa?bd]←→ [u」島e(童)]

小核子、子供のこと。

335 丈人 色多 [se?tu]←→ [Лta(舅 )]

丈人、妻の父。沖縄語辞典に「舅 slu」 とある。

336 師父 失農褒 [Jヽ ?nuOpau]←→ [Jinu(N)bauI(師の坊)]

蒲崇業「使琉球録」の第2051条 と同じ。

337 琉球人 倭急拿必周 [uki?napi?t■ ou]一→ [?ukilnapit、「 ul(沖縄人)]

陳侃「使琉球録」第212條 と同じ。沖縄語辞典に「沖縄 ?ucinaa」 (ci← ki),「人

hwitu」 (hwi一 pi)、 「人 Qcu」 とある。対音字音から見ると、当時に「hwitu」 と

「Qcu」 の組み合わせ式の「picu」 や「hwicu」 の発音が存在するの「ヒ」はpiと 発音す

る。

338 日本人 亜馬吐必周 [iamat′ upit■ ou]←→ [iamatupit■ui(大和人)]
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篇崇業「使琉球録」の第215條と同じ。沖縄語辞典に「大和 
′jamatu」 とある。

339 朝貢使臣 喝得那使者 [k`ato?nttit■ C]←→ [?i"a(?使者)]
340 琉球国王 倭急拿敷那 [uki?naっ auna]←→ [?ukinalaulna(ツ中縄王な)]

陳侃「使琉球録」の第2Ю條と同じ。「琉球館詳語」に「國王 放那」、「王子 敷那烏畦」

など「工」に関する項目が多数有る。「放那」の「那」は「N」 から変化してきて「天

テニ」のようなものだと考えられる。

九 人事
341 作揖 程及 [‖ki?]←→ [rilgi(礼儀)]
342 洗浴 阿美的 [amiti?]一 → [?amiti(浴 る)]
「ビ」は「IIIli」 と発音する。沖縄語辞典に「?amiti 水浴する」とある。

343 上人洗面 鳥木的阿采 [umu?ti?ats`」 ]―→ [?uimuti?arai(上の,方洗い)]

沖縄語辞典に「上の方 ?宙 illllui」 とある。上人洗面、目上の人が顔を洗う。

「采」は来1」の誤字。

344 下人洗面 思答阿来来 [slta?aldai]←→ [Лta?arJ(下洗い)]
一つの「来」は衛字。

345 拳頭打 蹄子供 [ditslkuD]← → [tiltsulkuN(手 突く)]
拳頭打、こぶしで打つ。沖縄語辞典に「手 tii」 「突く ぃcuN」 とある。

346 打 鳥兄 [uhiuり ]―→ [?ut「 uN(打つ)]
沖縄語辞典に「打つ ?ucuN」 とある。第二音節の子音は合わない。

347 脱衣 軽化子榮 [kttDAuats16iuり ]←→ [kiNhadttiuN(着 物脱ぐ)]

沖縄語辞典に「着物 ciN」 、「脱ぐ ha´ juN」 とある。

348 殺 枯必起 [k`upi?kt]←→ [kubki(首切り)]
349 大酔 威帝 [uiti]一→ [?uilti(酔う)]
沖縄語辞典に「?w五ti 酉準う」とある。

350 睡 殷帝 [inti]―→ [niNti(眠る)]
沖縄語辞典に「ninti 眠る」とある。第一音節の子音があわない。

351 上人吃 三衣米小利 [sanimisiauH]← → [saimfiagaH(さ い召しあがり)]

上人、目上の人。沖縄語辞典に「sai 目上に話しかける時、呼びかける時などに男が

発する敬語。」とある。「三」の「n」 の部分は当時の蘇州音で消失した可能がある。「し

あが」三音節は「小」に当たると思われる。

352 疼 啄的 [niati?]←→ [ねdi(痛む)]
沖縄語辞典に 町adi 痛む」とある。

353 痛 阿格着 [akO?dJo?]←→ [?a?kidJ01(あ あ)]

ＩＬ
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沖縄語辞典に「?aQk巧 oo ああ」〇失望した時などに女の発する語。死者を悲しんで女

が泣く声。」とある。

354 洗東西 阿約的 [」a?ti?]一→ [?arati(洗う)]

沖縄語辞典に「?arati 洗う」とある。東西、品物のこと。「約Jは 「納」(na)の誤字

だと思う。

355 採花 拾奴吉之 [d」 nuki?t■ ]一→ [?]

採花、花を摘むこと。「吉之」は「切って」の意味のようだ。

356 行路 阿之 [at■ ]←→ [?a?tJl(歩 く)]

沖縄語辞典に「?aQci 歩く」とある。

357 等待 末之 [ma?t「 ]←→ [ma?t「 (待つ)]

沖縄語辞典に「maQd 待つ」とある。

358 病 牙的 [niati?]←→ [iadi(病む)]

沖縄語辞典に 町adi 病む」とある。

359 生 一―吉之 [i?ki?t∫ i]←→ [?ikitJ｀ i(生 きる)]

沖縄語辞典に「■cid 生きる」(d―k)と ある。

360 死 失直 [■?dJ?]一→ [■dJ(死ぬ)]
361 傷風 吟J15失几 [na?na■ ?ki]←→ [nana■ ki(風邪)]

沖縄語辞典に「風邪 hanadd」 とある。傷風、風邪を引くこと。

362 興 屋起電 [u?k′ ikicn]一→ [?ukigeN(ご 機嫌)]

363 走 迫姑―・甚 [p′a?kui?Jn]一→ [p」よuik(早く行き)]

請崇業「使琉球録」に「走 迫姑一其」とある。ここの「甚」は「其 gi」 の誤字。

「ヤ」の対音字が脱けて、「ハ」はpaと 発音する。

364 行 亜立共 [iah?gi]←→ [?]
請崇業「使琉球録」の第2241条 と同じ。

365 好 優答無 [iouta?sa?]一→ [iumsa(良 い)]

沖縄語辞典に「いい jutasiaN」 とある。

366 不好 どt熱 [ua?sa?]一→ [ua?sa(悪 い)]

沖縄語辞典に「悪い waQsaN」 とある。

367 買 科的 [k′ ()ti?]←→ [ko■ (買 う)]

沖縄語辞典に「kood 買う」とあるc諸崇業「使琉球録」の第232條 と同じ。

368 賣 屋的 [u?ti?]一→ [?uti(売 る)]

諦崇業「使琉球録」の第233條 と同じ。沖縄語辞典に「?uti 売る」とあるc

369 打更 桐北音 [kupo■n]一→ [?]
打更、時を (打って)知 らせること。
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370 言語 慶奴喀答里 [munuk′ a?ta?li]←→ [munukata五 (物語り)]

371 上緊走 排姑亦急 [bjkuiki?]← → [p」kuik(11く 行き)]

陳侃「使琉球録」の第275條 と同じ。上繁、急いで。以上の3631条の内容に一致するぃ沖

縄語辞典に「11く  hweeku(hwce← p」)Jと ある。

372 上御路 悪牙密即約里 [3o?niami?tsi?io?li]← → [?oiamit、「 ion(お や道寄り)]

陳侃「使琉球録」の第276條 と同じ。沖縄語辞典に「おや ?uja 敬語J(?u←?o)と あ

るG

373 夢 一梅 [i?mui]一→ [?imi(夢 )]

沖縄語辞典に「夢 ■mi」 とある。
374 痩 握的 LJti?]← → [hdi(病 む)]
沖縄語辞典に 剛adi 病む」とある。痩せることを病むことに間違えた。

375 肥 滑的 [6ua?ti?]← → [ku」d(肥える)]
沖縄語辞典に「hveeu 体が太る」 (撼 √́ee←bぬ)と ある。

376 再叩頭 麻達Π客藍子共 [nlada?k′ a?lants19i]←→ [matakara(N)dZu■ tll(又体突く)]

沖縄語辞典に「karata 体、karaと もいう。」「,ici 突くJと ある。「ツ」は濁音化して、

その前に撥音があると考えられる。
「琉球館詳語」に「叩頭 1斎藍子」、「再叩頭 馬

達喘藍子乞」、「頭 喘藍子」、席崇業「使琉球録」に「底頭 喀蘭自之J、 「ロロ頭 1希藍

白之」とあり、「叩頭」「底頭Jの 「喘藍子、喀蘭自、1ホ藍白」などは「頭」(karadztu)

と考えても良いがそれらの言葉の後ろの「乞」、「之」は「叩 (突 く)」 や「低 (ドがる)」

の発音にならないので以 Lの ように解読した。中国の「叩頭」という礼は最敬礼で、脆

いて体を伏せて頭を地に打ちつけて行うものだから「体突く」と言えると思うc

377 入朝 大立葉密達 [dali?nic?mi?ta?]← → [t aI● lilemi ta(大人家見た)]
「琉球館詳語」の第3401条 と同じ。沖縄語辞典に「taaHi 父、あるいは中国語「大人」

の転訛か」、「tヽえ (家 )jaa」 (jaa← ie)と ある。「琉球館謂語」に「見朝 大立葉亦及

(大人家行き)」 もある。冊封使の居所は「大立葉」 (大人家)を指したと考えられるc

378 鞠期 曲F●麻平的 [k′ iu?「mabiDti?]←→ [ku■ magati(腰 lliが る)]

沖縄語辞典に「腰 ku雨」、「magati 曲がるJと ある。「平」は誤字だと思う。

379 底頭 喀蘭自之 [k`a?landzltЛ ]←→ [karaNdzШ t「 (体附く)]

爺崇業「使琉球録Jの第239條 「底頭」と同じc解言売は第376條 を参照できる。「底」は

「低」の誤字.

380 立住 答止歪立 [ta?tJ16uali?]←→ [tatJluoH(立 ち居り)]
爺崇業「使琉球録」の第240條 と同じ。「立つ」の敬語c第二音節の主母音はa、 0のズレ

がある。
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381 叩頭 1蓋笙自之 [k`a?landzltЛ]一→ [karaNdZtLIt「 (体附く)]

請崇業「使琉球録」の第241條と同じ。解読は第379條 と同じ。

382 謝恩 温 卜姑里 [uOnpu?kuI]← → [?uNpukun(恩歓り)]
おもろさうしに「歓り ふくり」とある。「フ」はpuと発音する。「恩歓り、恩に嬉しいJ。
383 朝貢 密加姉吸之 [mi?kanihi?t「 ]―→ [P]
384 平身 度漫思吾 [dumanslDu]―→ [dulma?sulgu(身 まっすぐ)]
沖縄語辞典に「身 duu」 とある。「漫」の「n」 の部分が琉球音に対応していない。詰

崇業「使琉球録」第243條 と同じ。平身、脆井していたものが立ちあがること。

385 慶賀 密由鳥牙 [mi?niouunia]―→ [?]
希崇業「使琉球録」第244條 と同じ。

386 表章 彪鳥 [piOu]←→ [pio:u(表 )]
「ヒ」はpiと発音する。陳侃「使琉球録」第248條 と同じ。表、奏上文。

387 賞賜 吾加一毎奴 [Ouk」 ?muinu]―→ [gukJmunu(御買い物)]
請崇業「使琉球録」に「吾一加毎奴」とする。

388 起来 掲之 [kie?tJl]←→ [?]
389 進貢 喀得那 [k`a?to?na]← → [?]
390 進表 漂那阿傑的 [plonaagie?ti?]← → [plolnO?ageti(表の上げて)]
「那」は中国語でna,no二音あり、ここは「no」 と読むべき。「の」は琉球語で「が」

の意味で主格助詞。

391 報名 包名 [pomiO]―→ [ばうみん (報名)]
報名、到着を報告すること。中国語の発音にしている。「琉球館詳語」第360條 と同じ。

392 辞朝 畏之設締 [unJlmank面 ]←→ [llitumaNgtli(お暇乞い)]
諦崇業「使琉球録」第251條 と同じ。「ゴ」の前に撥音がある。「之」は「土 t`u」 の誤

字だと考えられる。

393 回去 閉都里一其 [pi?tulii?gi]一 → [mul■T)dunk(戻 り行き)]
薫崇業「使琉球録」に「聞」は「悶」(mun)と し、「悶」は正字。回去、帰ること。

394 早起 速都密的 [su?tumi?ti?]← → [sutllmid(朝 )]
沖縄語辞典に「朝 sutllmid」 とある。話崇業「使琉球録」第253條 と同じ。

395 下程 rll肩ロナJ[slmuiny。 ?Л]←→ [?]

薫崇業「使琉球録」第254條 と同じ。

396 筵宴 札半失 [t∫a?pani?]―→ [t■apandJ(茶飯時)]
「ハ」はpaと 発音する。「琉球館詳語」第365條 と同じ。

397 勅書 倭眉脚都司墨 [umllikio?tuslmo?]← → [?umi9otusШmi(お見事墨)]
請崇業「使琉球録」の第256條 と同じ6勅書、皇帝の勅文。
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398 暁得 識達畦 [Л ?da?ua]←→ [fi?taua(焔ったゎ)]
蒲崇業「使琉球録」の第266條と同じ。暁得、知る。ここは完了態。
399 不暁得 失藍 [Л ttan]―→ [∫ raN(知 らん)]
斎崇業「使琉球録」の第268條 と同じ。
400 聖旨 由奴奴失[niOunuuu■?]―→

『 unuuuJI(文 )]
沖縄語辞典に「'junuuusi文。もと一国の元首の意だが、後に一城の主すなわち按司にいうようになった。」とある。聖旨、天子のご命令。「琉球館謂語」の第377條 と同じ。
401ォ
ン2月
J謝恩 悪牙密温 卜姑里 [00?6ね mi?uOnpu?kuli]―→

[?。iamiunpuku面 (ぉゃ
御恩歓り)]

おや、敬語。御、表敬接頭辞。蒲崇業「使琉球録」の第273條と同じ。
402 且慢走 慢的 [manti?]―→ [ma?ti(待って)]
篇崇業「使琉球録」第269條 と同じ。nと Pが合わない。
403 拿来 一得姑 [i?tO?ku]― →

『 ?tcku](行 って来る)]
拿来、(行って)何かを持ってくるという意味。
404 放下 由六月 [Flioulu?Л ]]―→ [uruЛ (緩 し)]
斎崇業「使琉球録」第260條と同じ。
405 給賞 ′鳥鵠没谷古里 [utsta?m。?ku?kuh]一→ [?uiamikuku」 :]
爺崇業「使琉球録」に「鳥鵬没谷古里」とある。陪鳥」は「鵬 ね」
典に「kuku五i 心得、理解」とある。
406 方物 木那畦 [mu?nuua]←→ [munuua](物は)]
「琉球館謂語」の第374條 と同じ。
407 多少 亦加無 酎?kasa?]←→ LkiaPsa](い くら)]
沖縄語辞典に「ぃくらcaQsa」 とある。「琉球館謂語」の第375條 と同じ。408 請来 子失之 膿1■?t∫]―→ [tsШ kJ「 tfi](遣いしち)]

球録」に「請来 子蓋失之」とぁる。二つに「蓋

沖縄語辞典に「する lun」 とある。「琉球館謂語」に「請来 子蓋失J、に

kaiJ が脱けてぃる。

話崇業「使琉

十 身需
409髪 吟那子 [ha?natsl]←→ [?]
又喀拉齊 [k`atta?dぷ ]―→ [karad31(髪 )]
又音。沖縄語辞典に「髪 k証彰i」 とぁる。
410 頭 他味!子 [t枷a?tsl]一→ [taratfl((垂らす)]
沖縄語辞典に「taraci 垂らす。?uslu ～、女が礼装する時、髪をうしろへ垂らすよぅ

(おや御心得)]

の誤字。沖縄語辞
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結う。」とある。「頭」の誤記c

411 眉 賣由 [maniOu]← → [m」u(眉 )]
中山伝信録の「賣」は場合によって「mJ」 と「ma」 と読み、mJか らmaへの転換を表

す。

412 眼 美 [mi]←→ [mi:(目 )]
413 耳 弥米 [nimi]一→ [mimi(耳 )]
第 音́節の「ミ」は「ni」 と読むc

414 鼻 裕納 [hua?na]―→ [φana(鼻 )]
415 舌 失着 [Л?dJa?]←→ [Jitia(舌 )]
沖縄語辞典に「舌 cゞa」 とある。
416 口 潤生 [kuO?■ 0]―→ [kutЛ (口 )]
「生」は「止 t■」の誤字だと考えられる。

417 歯 今 [kua]←→ [Φa(歯)]
子音のズレがある。

418 須 非几 [hk]―→ [Φigi(髭 )]
沖縄語辞典に「髭 hwレi」 (五一gi)と ある。

419 手 蹄 [di]―→ [tiI(手 )]
420 脚 燦 [■a?]一→ [ΦJia(足 )]
沖縄語辞典に「足 hwida」 とある。「hwi」 の対音字が脱けている。

421 身 格撻 [ka?ta?]←→ [karata(体 )]
「ra」 の対音字が脱けている。

422 心 気慶 [kimu]←→ [killrlu(心 )]
沖縄語辞典に「心 cinlu」 (d一ki)と ある。

423 頭頸 科必 [k`upi?:]一→ [kubiI(首 )]
424 胸 nI尼 [nni]一→ [Nni(胸 )]

沖縄語辞典に「胸 ′Nni」 とある。
425 妨 齊 [dグ]←→ [tflI(平 L)]
子音のズレがある。

426 月F 言若りt [nO?gi]←―→ [?]

427 額 失脚衣 lfl?d」 a?i]一→ [Φitflai(額 )]
沖縄語辞典に「額 hwた ee」 (cee一 cai=り J←tai)と ある。第 ・音節の子音はズレがあ

る。

428 磨 哭素 [k'u?su]一→ [Φusu(磨 )]
沖縄語辞典に「1齊 husu」 とある。第一音節の子音はズレがある。
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429 指頭 威彼 [uipi]―→ [?ilbi(藉 )]
「頭」、接尾辞。沖縄語辞典に「指 ■Ibi」 とある。
430 腎 非之 [lllitfl]―→ [Φid3ige o寸 )]
沖縄語辞典に「肘 hwttigee」 とある。最後の音節の対音字が脱けている。
431 腿 膜膜 [mO?mo?]←→ [mOmO(腰 )]
沖縄語辞典に「股 mumu」 (mu―mO)と ぁる。

十一 衣服
432 衣裳 衰 [k`in]←→ [kiN(着物 )]
沖縄語辞典に「着物 cin」 (d一ki)と ある。

433 帽 摘無 [ka?sa?]←→ [kasa(笠 )]
434 衣服 密子満古 [mi?tslmanki?]― → [?]
又豊奴 [k`inu(衣)]一→ [kinu(衣)]
又音。

435 樟子 姶加馬 [ha?kama]―→ [hakama(袴 )]
436 帯 ′鳥必 [u口 ?]←→[?ulb(等 )]
437 手巾 梯無几 [tisa?ki]一 → [tiIJialgi(手拭)]
沖縄語辞典に「手拭 dim2i」 とある。

又皮沙之 [biル t、口]―→ [?]
438 被 ′鳥獨 [udu?]←→ [?urdu(蒲団)]
沖縄語辞典に「蒲団 ?uudu」 とある。

439 帳子 喀着 [k`a?dja?]―→ [kat■au(蚊帳)]
440 也単 木心 [mu?sin]―→ [muЛ n(毛布)]
沖縄語辞典に「毛布 mugn」 とある。

441 枕 嫡括 [makua?]←→ [ma?kua
沖縄語辞典に「枕 maQk77a」 (a←ra)

442 褥子 福冬 [fu?tuO]←→ [φudun
褥子、敷き布団。

(枕 )]

とある。

(布団)]

443 複 搭弼 [ta?lDi?]←→[talbi(走条)]
444 杉子 吟加 [ha?ka]一→ [?]
445 笠 由沙 [niOuル ]←→ [?]
446 緞 毛疸 [mOtsy]← → [?]
447 靴 呵冴 [kunia]←→ [Φuja(靴 )]

-128-



沖縄語辞典に「靴 hllia」 とある。Kと oのズレがある。

448 軽 熱巴 [sa?pa]← → [saba(草履)]

沖縄語辞典に「草履 saba」 とある。

449 汗杉 阿米琴 [amigin]← → [?]

雨 (?ami)の着物 (kin)と考えられる。

450 冬短衣 木綿景 [mu?micnkiD]← → [mumiNkiN(木綿の着物)]

451 夏短衣 百索景 [pa?so?kiり ]←→ [?asakiN(麻の着物)]

第一音節の子音と第二音節の母音がそれぞれ合わない。

452 紬 亦周 [i?t■ ou]←→ [atJ｀iu(絹 )]

沖縄語辞典に「絹 尉icu」 とある。

453 緞 動子 [duOtsl]―→ [duNSi(緞 子)]

沖縄語辞典に「緞子 duNSi」 とある。「琉球入學見間録」も「緞 動子」とあり、琉球

音も「ヽ lll」 の発音が有ったかもしれない。

454 紗 撤 [sa?]←→ [Sa(紗 )]
「琉球館詳語」の第392條 と同じ。

455 羅 羅 [lu]←→ [ruI(羅)]
日本語で「羅」は「ラ」と発音し、ここはおそらく中国語のままで読んで

いる。「琉球

館詳語」の第393條 と同じ。

456 絹 活見 [nuO?hcn]←→ [●o?ken(北絹)]
「琉球館詳語」の第394條 と同じ。

457 布  奴奴  [nunu]←→  [nunu (布 )]

沖縄語辞典に「布 nunu」 とある。

458 綿衣 奴奴木綿 [nunumu?mien]← → [nunumumiN(布木綿 )]

綿衣、綿入れ。

459 紗中冒  糸少中冒 [salllo]←→  [salno:u (糸少中冒)]

「J充球館詳語」の第403條 と同じ。中国語式の発音。紗帽、旧時中国文官の帽子。

460 網巾 網巾 [vaっ kin]←→ [ualkiN(網巾)]

「琉球館詳語」の第46011条 と同じ。中国語式の発音。網巾、東髪用
の網。

461 園領 員領 [nyanHり]←→ [iuaNHN(園領)]

中国語式の発音。園領、旧時官員の礼月腱。丸いえりぐりを持つのはそ
の名称の由来。

462 裾 喀甲眉 [k`a?ka?mi]← → [kakami(F裳 )]

沖縄語辞典に「kakaN 下裳」 (N←mi)と ある。

十二 飲食
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463 飯  旺班  [Dupan]―→  [?uban (御 飯 )]

沖縄語辞典に「御飯 ?ubuN」、琉球語彙に「bOled五ce umballg」 とある。

464 酒 熱几 [sa?ki]―→ [saki(楢)]
465  煙  塔八孤  [t`a?pa?ku]――→ [tabaku (煙 )]

466 油 阿嗜打 [anta]←→ [?aNda(油脂 )]
沖縄語辞典に「油脂 ?aNda」 とある。

467 醤 爾沙 [mJa]―→ [nlisau(味噌)]
沖縄語辞典に「味噌 'NSu」 ('N~nli)と ある。

468 醤油 沙由 [∫aniou]←→ [■ OIiuI(響綺 )]
第一音節の対音字音と琉球語のズレが見える。

469 米 可木 [kumu?]―→ [kumi(莱 )]
「木」は「米」 (llli)の誤字だと考えられる。

470 塩 麻蝦 [mahio]一→ [maI■0(塩 )]
琉球語彙に「s」t mash00」 、沖縄語辞典に「塩 maattu」 とある。現代蘇州音の「蝦」
は「ho」 と読む。

471 豆腐 托福 [t`o?fu?]←→ [toIΦu(豆腐)]
472 茶 札 [t∫a?]―→ [t∫ia(栞 )]
「琉球館詳語」の第427條と同じ。

473 肉 失失 [「 ?∫i?]―→ [Л■ (肉 )]
沖縄語辞典に「肉 sid」 とある。

474 菜 絵 [suei]―→ [seI(業)]
沖縄語辞典に「菜 ,ce」 とある。

475 索麺 錯関 [ts`Omin]←→ [sOImiN(素麺)]
沖縄語辞典に「素麺 s00miN」 とある。

476 葉瓜 隈 [ui]←→ [?ui(瓜 )]
沖縄語辞典に「瓜 ?ui」 (i一H)と ある。

477 蒜 非徒 [fllidu]←→ [Φiru(大蒜)]
沖縄語辞典に「大蒜 hwirtl」 とある。d、 rの子音ズレがある。

478 西瓜 ′鳥胎 [uni]←→ [?ui(瓜 )]
476條の「菜瓜」と同じ読み方。

479 冬瓜 失布衣 [「?pui]―→ [■bui(冬瓜)]
沖縄語辞典に「冬瓜 sibui」 とある。

480 生菖 刃『没燒介 [nama?Л Эka]←→ [namttiOIga:(生菫)]
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町

沖縄語辞典に「生 nama」、「生菖 雨oogaaJ(loo―iau)と ある。
481 黒豆 枯羅馬馬 [k`urtlmama]←→ [kurumalmi(黒 豆)]
沖縄語辞典に「黒豆 kummaam」 とある.最後の音節の母音が合わない。

482 蕉定 巴熟那 [pa_Fa?na]←→ [baJlana(バナラ)]
とある。ここの「熱」は「sa?」 でなく、「fia」 と発音沖縄語辞典に「香蕉 battan」」

するようだ。sa?は南方音、
「
aは北方音。最後の R」 の封音字が脱けている。『琉球人

とある。学見聞録』に「蕉賞 巴熱那衣」
483 番薯 番子母 [fantslmu]― → [ΦaNSШmu(薩摩藷)]

(ha←Φa)、 「芋 'nmu(?N← i)と ある。「」 の対音沖縄語辞典に「薩摩藷 hansu,

字がない。

484 豆牙菜 馬米刀「 [mamina]←→ [malmina(も やし)]
沖縄語辞典に「もやし maamina」 とある。

485 餅 木之 [mu?ti]←→ [mut∫ I(餅 )]
~→ [kuNiaku r拓蒻)]486 芋羹 坤申L姑 [kuOnia?ku]←
とある。沖縄語辞典に 防 蒻 kuNjaku」

[kinan C来

'灸

り)]487 菓 刻納里 [k`o?natti]一 →

『使琉球録』の第沖縄語辞典に「果物 k五nunJ(木の成り)」 (i一ri)と ある。話崇業

305條 と同じ。

488  粉  由言若女古 [fliou?nO?ku]← →  [?]

謂崇業『使琉球録』の第306條 と同じ。

(■1)]489 魚 一由 [i?niou]― → [■iu

沖縄語辞典に「魚 ?lu」 とある。

(1限 )]490 蝦 一必 [i?pi?]←→ [■bi
491 蛤蜘 克培 [k`o?bei]←→ [?]
492 螺旬 阿占喝 [akuka?]←→ [?]
493 蟹 丈熱眉 [ka?sa?mi]← → [ga dzami(蟹 )]
沖縄語辞典に「蟹 gazami」 (za=dza)と ある。

494 碑礫 阿札喝 [at∫a?ka?]―→ [?adzakai(し ゃこ貝)]
沖縄語辞典に「しゃこ貝 ?attakCC」 (kee―k」)と ある。

495 海獅 子菩拉 [tslbu la?]← → [?]

十三 珍賓
496 42 本占車L方式 [k`uga?ni]

497 銀  口客試 [k`a?ni]← →

←→ [kugani(黄金)]

[kani(金 )]
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498 銭 ―ず尋[i?dzo9]一→ [?i?dzcN(~銭 )]

499 銅 阿里喀風 [Jik`a?ni]― → [?akagani(銅 )]
「里」は誤字だと考えられる。

500 鐵 窟昧喀]武 [k`u?lu?k`a?ni]一→ [kurukani(黒金)]
501 錫 右禄口客試 [niOulu?ka?ni]← → [、口rukani(白 金)]

「右」は「石 J?」 の誤字。

502 砂  支試 [t∫ini]一―→ [d3ini(銭 )]

沖縄語辞典に「お金 ′n」 (zi=d′ N←ni)と ある。
503 玉 依石 [i5i?]―→ [尉Л (石 )]
斎崇業『使琉球録』の第336條 と同じ。

504 珠 撻馬 [da?ma]一→ [tama(■ )]
505 石 一石 [i?J?]←→ [尉Jl(石 )]
506 馬I笛 吾馬那達馬 [Dumanoda?ma]一 → [umanotama
馬J菌、めのう。「馬」の「馬」を取って組合せた言葉。陳侃

じc

507 珊Iljl 牙馬那達馬 [hiamanOda?ma]←→ [iamanotama

陳侃『使琉球録』の第34011条 と同じ。根拠のない作 り言葉。

508 水品 皿子達馬 [miDtslda?ma]一→ [mi(N)dZШtama

薫崇業『使琉球録』の第M2條と同じ。

509 玉石 撻馬 ・石 [da?m面 ?5i?]一→ [tamjЛ (玉石)]
詰崇業『使琉球録』の第343條 と同じ。

510  琥チ自  官1味|[t`ola?]←→  [tora (虎 )]

『琉球館詳語』の第478條 と同じ。

511 犀角 吾失祖奴 [Ou、「 ?tsunu]―
→ [u■ tsШ nu(1・角)]

陳侃『使琉球録』の第345條 と同じ。

512 硫黄 ,山畦 [∫anua]←→ [iu:uaI(硫黄)]

「油」は「れ1 6bu」 の誤字。沖縄語辞典に「硫黄 juuwaa」

十四 数日
513 - 抵子 [titsl]←→ [tiltsttl(一つ)]

沖縄語辞典に「一 tiiciJと ある。

514 二 打子 [tatsl]←→ [taltsШ (二つ)]

沖縄語辞典に「二 taa9」 とある。

(馬の玉)]

『使琉球録』

(山の玉)]

(水玉)]

とある。

の第339條 と同
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1

515 三 包子 [mictsl]←→ [miltstu(二つ)]

沖縄語辞典に「三 m五 ,i」 とある。

516 四 夭子 [iautsl]←→ [ioltsul(四つ )]

沖縄語辞典に「四 juuφJ Guu← bi)と ある。

517 五 一子了 [i?tsllsl]←→ [atstutsШ (五つ)]

沖縄語辞典に「五 ■9i,i」 とある。
518 六 婿子 [muts]]←→ [nlultsШ (六つ )]

沖縄語辞典に「六 muu9」 とある。

519 七 納納子 [na?na?tsl]←→ [nanatsШ (七つ )]

沖縄語辞典に「七 nanagi」 とある。

520 人 冴子 [niatsl]一→ [ialtsul(八 つ )]

沖縄語辞典に「八 jaaciJと ある。

521 九 科過禄子 [k`ukulu?tsl]―→ [kukunutsul(九 つ )]

沖縄語辞典に「九 kukllnu9」 とある。第二音節の子音は 1、 nのズレがある。

522 + 施子 [t`otsl]← → [toI(卜 )]
沖縄語辞典に「十 tuu」 (uu-00)と ある。「子」は衛字。

523 十一 施抵子 [t`otit sl]←→ [toltiltsШ (十一つ)]
524 二十 風組 [nitsu]← → [nidJuI(二 十)]
第二音節の発音が合わないぃ当時の「十」は「dzu」 と読む可能性もある。

525 二十 惨イ■ [ts`antsu]―→ [saNd3iuI(三 十)]
526 四十 細征 [sitsu]←→ [JidJuI(四十)]
527 五 卜 古

`■

[kutsu]← → [gud5iuI(五 十)]

528 六十六占祖 [lu?kutsu]←→ [lukud5iul(六 十)]

529 七十錫汁組 [si?dJ?tsu]←→ [Jit■ djuI(七十)]

530 ノヽ十  ,lll,「イ且 [hod3i?tsu]―→ [hat∫ id3iul(ノ 1ヽ‐ )]

531 九十 苦征 [k`utsu]一→ [kudJuI(九 十)]
532 -百  夏古「hiaku]←→ [hialku(百 )」
533 千 先 [sien]← → [scN(千 )]
534 -千 一貫 [i?kuan]←→ [■ ?kuaN(~貫 )]
沖縄語辞典に「一貫 (銭 ) ?iQhvan」 とある。

535 萬 漫 [man]←→ [maN(万 )]
536 両 "l茶切 [lia]←→ [liau(両 )]

[hao]と [tJia]の 音切。反切上字の声母と反切下字の韻母を取って音になる。

537  '夫  層  [dzoO]←→  [dzcN ('夫 )]
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515 三 包子 [mictsl]←→ [miltsLLI(二 つ )]

沖縄語辞典に「三 mi19」 とある。

516 四 夭子 [iautsl]一→ [ioltstLI(四 つ )]

沖縄語辞典に「四 iuuφ」Guu一iO:)と ある。

517 五 一子子 [i?tsltsl]一→ [■tstutsul(五 つ)]

沖縄語辞典に「五 ?i゛ gi」 とある。

518 六 婿子 [mutsl]←→ [multsu■ (六つ)]

沖縄語辞典に「六 muu9」 とあるの

519  ヒ  納納子  [na?na?tsl]一→  [nanatstu (七 つ)]

沖縄語辞典に「七 nana9」 とある。

520 人 財子 [niatsl]←→ 贖altstu(八つ)]

沖縄語辞典に「八 iaa,」 とある。

521 九 科過藤予 [k`ukulu?tsl]←→ [kukunutstu(九 つ)]

沖縄語辞典に「九 kukunu9」 とある。第二音節の子青は l

522 + lill子 [t`Otsl]―→ [toI(|‐ )]

沖縄語辞典に「卜 tuu」 (uu←oo)と ある。「子」は衛字。

523 十一 施抵子 [t`otit sl]一→ [loltiltsШ (十一つ)]

524  二十  賦役  [nitsu]←→  [nid3iuI(1ニ ト)]

第二音節の発音が合わない。当時の「 卜」は「彦u」 と読む可能性もある。

525 三十 惨イ■ [ts`antsu]←→ [saNd5iuI(三 十)]

526 11卜 細行1[sit su]一→ [■dJuI(四十)]

527「L十  占
`ユ

[kutsu]← → [gudJuI(五 十)]

528 六十六古役 [lu?kutsu]一→ [lukudJuI(六十)]

529 七十錫汁徹 [si?dJ?tsu]←→ [JitJld5iul(七 十)]

530 八十 河汁イ■ [hod」 ?tsu]←→ [hatJld5iuI(八 十)]

531 九十 苦組 [k`utsu]←→ [kudJuI(九 十)]

[hialku(百 )」

(千 )]

沖縄語辞典に「一員 (銭)?iQhan」

535 萬 漫 [man]一→ [maN(万 )]
536 両 "l茶切 [lia]←→ [liau(両 )]

(一貫)]

とある。

[hao]と [tJla]の 音切。反切上字の声母と反切下字の韻母を取って音になる。

537 銭 層 [dZoO]←→ [dzcN(銭 )]

nのズレがある。

532 -百 夏古「hiaku]←→

533 千 先 [sにn]―→ [se N

534 -千 一貫 [i?kuan]←→ [?i?kuaN

-133-



第498条に参照する。

538 分 風 [fuO]←→ [φuN(分 )]
539 -半 納加那 [na?kana]←→ [nakara(半 ば)]
沖縄語辞典に「半ば nakど a」 とある。第二音節の字音はn,rのズレがある.

540 -様 一奴摩奴 [i?numunu]― → Bnumunu(1司 じ物)]
沖縄語辞典に「同じ ′inu」 「物 munu」 とある。
541 軽 喀羅熱 [k`a?lusa?]←→ [karusa(軽 さ)]
542 重 旺 卜熱 [npu?sa?]← → [?NbuSa(FT_い )]
沖縄語辞典に「重い ?NbuSan」 とある。

543 多 屋火熱 [u?husa?]← → [?uhusa(多い)]
沖縄語辞典に「多い ?uhusaN」 とある。

544 少 一草拉熱 [i?ko?la?sa?]―→ [?ikirasa(少 ない)]
沖縄語辞典に「少ない ■kirasaN」 とある。
545 長 那丈熱 [nakaPsa?]← → [nagasa(長い)]
546 短 陰丈熱 [nka?sa?]←→ [?iNkaSa(短い)]
沖縄語辞典に「短い ?iNkaSan」 (ca←ka)と ある。

547 潤 非羅黙 [funusa?]←→ [φirusa(広い)]
548 狭 一伯熱 [?pa?sa?]←→ [λbasa(狭い)]
沖縄語辞典に「狭い λbasaN」 とある。
549 中 屋之 [u?t■ ]←→ [?ut「 (内 )]
550 上 威 [uJ]一→ [?uiI(上 )]
沖縄語辞典に「上 ?w五」とある。

551 下 昔着 [si?dJa?]← → [Л t■a(下 )]
沖縄語辞典に「下 dca」 とある。

552 満 抵之密之 [titimi?t「 ]←→ [?mi?t、「 (?満ちる)]
沖縄語辞典に「満ちる miQd」 とある。「抵子」は「●lsu.」 、「一つ」の発音。

553 浅 阿熟之 [asa?ti]← → [?asasa(浅い)]
沖縄語辞典に「浅い ?asasaN」 とある。第二音節の「sa」 と「之」は合わない。

554 里 利 [li]←→ [五 (里 )]
555 -銭 一IL買毎 [it口 mJmi]一→ [■1■mJmi(一枚日)]
ここから十回「買毎」の対音字が用いられ、「匁」(muNmi)の 誤訳ではなく、鋼銭を

一枚一枚数えながら「何枚日」の言い方をしている。

556 1i銭 尼買毎 [ninl」mi]一→ [nim」mi(二枚目)]
557 三銭 山買毎 [sanm五mi]←→「saNm」mi(三枚日)]
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「山Jは 「s」 の声母にしているの

558 四銭 中買毎 [Jinm・aimi]←→ [■NmJmi(四枚日)]
「枚」の前に擁音がある。

559 fi銭 吾買毎 [Dum」mi]←→ [gum」mi(五枚日)]
560 六銭 六姑買毎 [lu?kumjmi]一→ [rukum」mi(六枚日)]
561 七銭 式之買毎 [Л ?t「mJmi]一→ [「 t■m」 mi(ヒ枚目)]
562 人銭 法之買毎 [fa?timJmi]← → [φatЛmJmi(ノ t枚目)]
563 九銭 枯買毎 [k`umaimi]←→ [kumaimi(九枚目)]
564 -両 執買毎 [t、「

?mjmi]←→ [dJ?maimi(十枚目)]

ここから見ると、当時に、 |‐銭が一両になる金銭の計算方法があった。

565 +両 撒姑毎 [sa?kumui]一→ [t■ukumJ(百文)]

沖縄語辞典に「百文 cukamui」 とある。第一音節の対音が合わない。中国語で一銭は

一文ともいう。 一両は 卜銭とすれば十両は百銭、百文になる。
566 -百両 撒牙姑 [sa?niaku]←→ [Φiaku(百 )]

第一音節の対音が合わない。

567 -萬 f同 麻軌吐失 [ma3iu?t`u、
「
?]―→ [maNiutu■ (高世歳)]

第5"條に似ている。見出し語の意味にあまり合わない。

568 千歳 森那 [senno]←→ [scnn。 (千の)]
『琉球館詳語』の551條 「千歳」と549條 「一千個」と同じ。

569 萬萬歳 麻由吐失 [maniout`uЛ ?]一→ [ma Niutu「 (高世歳)]
「ン」の対音部分がない。

十五 通用
570 甜的 阿嫡熱 [amasa?]←→ [?amasa(甘 さ)]
ここと以下いくつかの「的」は「物」の意味。甜的、甘い物。

571 酸的 開爽熱 [kuaNJ｀ uaDSa?]一→ [kuNSaNSa(臭 さ)]

沖縄語辞典に「すっぱい FiisaN」 とある。対音字の発音から判断すれば「臭い」に近い。

前の二音節は全部擁音がついているようにあることはめずらしい。

572 辣的 喀味1紫 [k`a?h?sa?]一 → [karasa(辛 さ)]
573 戯的 什布喀熱 [「puk`a?sa?]← → [「bukarasa(塩辛さ)]

沖縄語辞典に「塩辛い sibukarasaNJと ある。「n」 の対音字が脱けている。

574 淡的 阿法熱 [afa?sa?]一 → [?aΦasa(淡 さ)]

沖縄語辞典に「薄い ?ahwasaN」 とある。

575 黄 綺羅 [k`ilu]←→ [kilru(黄 色)]
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沖縄語辞典に「黄色 dil■lJ(ci←ki)と ある。

576 紅 阿丈熱 [aka?sa?]←→ [?akasa(赤 さ)]
577 青 唖熱 [osa?]― → [?olsa(青 さ)]
沖縄語辞典に「青い ?oosaN」 とある。

578 白 稀羅無 [hilusa?]←→ [Лrusa(白 さ)]
現代蘇州音は「稀」など見系声母は日蓋化した。その現象は十九置紀に起ったといわれ

る。ここの「稀」は、口と対応、現代の口蓋化した音に近い。

579 念書 西米那那容 [siminananiuO]←→ [sШminaraluN(墨 習う)]
沖縄語辞典に「,imi①墨②学問」と「習う narajuNJと ある。第四対音字のnと琉球

音の rが合わない。念書、本を読む、学問を習う。

580 看 妙母 [miOmu]←→ [?]
581 聴得 乞介拐 [る?kJa]]←→ [kikaraN(聞からん)]
582 不聴得 乞介藍 [ki?kJan]←→ [鳳karaN(Plか らん)]
以上肯定式と否定式の言葉はともに否定式の読みになっている。581條は誤記。
583 有 阿美 [ami]―→ [?aN(有 る)]
沖縄語辞典に「有る、在る PaN」 とある。「N」 は「mi」 と対応している。

584 無 体噸 [nilan]←→ [nelran(無い)]
沖縄語辞典に「無い neeraN」 とあるの

585 臭 哭熱無 [ku?sa?sa?]― → [kusasa(奥 さ)]
586 求討 答毛里 [ta?moli]← → [tamaoI面 (賜 り)]
求討、恩賜を貰う。「毛」は「maua」 二音節に対応している。

587 説話 慶奴喀達里 [munuk`ada?li]―→ [munukatan(物語)]
370條「言語」と同じc

588 知道 識之「
「
?t「 ]―→ [「 ?t■ (知って)J

沖縄語辞典に「JQci 知る」とある()

589 不知道 失藍子 [JIlantsl]一→ [「 raNdJ(矢Πらず)]
399條「不暁得 失韓」に似ているc『琉球館詳語』第594條と同じ。
590 不敢 揚密撒 [niaOmi?sa?]一→ [iaNmiSa(止めさ)]
不敢、そうしないこと。沖縄語辞典に「―sa(接尾)」 、よ、さc述べることを相手に対

して軽く強調する場合に用いる。Jと ある。『瑞:球館詳語』の第583條 と同じ。

591 東西 加尼尼失 [kanin可1?]←→ [agaHn可 1(束西)]
『琉球館詳語』の第592條と同じ。「束」と「西Jの組合わせ。「束 Jll‐」、中国語で品物と

いう。

592 開 設固押里 [mandua?li]一 → [maNdua面 (暇為り)]
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聞、ひまなこと。沖縄語辞典に「暇 madu」 とある。「du」 の前に撥音がある。

593 説読 由活辣合 [niOukula?、「o?]←→ [iuku■ muniJlaI(嘘つき)]
沖縄語辞典に「うそつき jukusimun五雨aa」 とある。「辣」とjimuniは対応している。対

音字が脱けている。篇崇業『使琉球録』の第387條と同じ。

594 賞話 馬訟活夷 [masuOkuni]←→ [masuN9u‖ (真すぐ言い)]
蒲崇業『使琉球録』の第379條と同じ。

595 不見 迷関 [mlan]―→ [mil‐aN(見 らん)]
請崇業『使琉球録』の第385條と同じ。

596 快活 括共 [kua?gi]←→ [ku」 ki(快気)]
薫崇業『使琉球録』の第388條 と同じ。沖縄語辞典に「hでed(快気)」 (ee← J、 d一 ki)

とある。

597 辛苦 南及之 [nanki?tЛ ]←→ [naNgi(難 儀)]
斎崇業『使琉球録』の第389條 と同じ。「之」の対応は不明。

598 笑 瓦疎1的 [uala?ti?]← → [uarati(笑う)]
沖縄語辞典に「'wand 笑う」とあるの話崇業『使琉球録』の第374條 と同じ。
599 晴 那其 [nagi]←→ [‖面 (泣き)]
語崇業『使琉球録』の第325條 と同じ。

600 叫 院的 [niuOnti?]←→ [iuNdi(呼 ぶ)]
斎崇業『使琉球録』の第376條 と同じ。沖縄語辞典に 町udi nI[ぶ」とある。「d」 の前

に撥音がある。

601 唇 課沙 [k`osa]一 → [uigolsa(痒 い)]
沖縄語辞典に「痒い ′wiigoosaN」 とある。「u」 の対音字がない。蒲崇業『使琉球録』
に「痣 課沙」とあるc
602 明早起身 阿着速同施枚楊支 [ad5ia?su?tutumo■ `a?tJl]― → [?atJlasutumitidat「
(あ した朝立ち)]

沖縄語辞典に「あした ?aca」 (ca=tJla)、 「朝 sutumiti」 」、「立ち daci」 とある。

「施」は行字で琉球音の「ti」 の対音字が脱けている。陳侃『使琉球録』に「明 ll・起身

阿着速多蜜的相知Jと あり、対応が正しい。起身、中国語で奎つ、出かけると言う。

603 地球 馬一 [mj?]一→ [mali(毬 )]
地球、投げるボール。沖縄語辞典に「毬 maai」 (i―H)と ある。

604 捉七子 一深虐占 [i?JInniu。?ku]←→ [?i?siNguI]
沖縄語辞典に「?iQsiNguu 子供をあやす遊戯の名。子供をひざの上に立たせ、両手を

とって前後に揺り動かす。Jと あるcこ の遊戯は中国の「捉 し子」という遊び方に似て

いる。「虐」は衛字。

―
―
劃
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605 下碁 古′鳥撻 [kuuda?]一→ [guu?ta(碁打った)]
606 Π昌歌 屋撻 [u?da?]←→ [?uta(歌)]
沖縄語辞典に「歌 ?uta」 とある。

(二)字母
俄名 イロハニホヘトチリヌルヲワカヨタレソツネナラムウヰノオクヤマケフコエテァサ
キユメミシヱヒモセスン

対音字 依魯花義夫揮都痴利奴禄鳥畦喀夭達力蘇即体那味1某務依奴鳥姑耶馬其夫庫而梯牙
沙基夭霧米志意輩毛世使妬

対音字音

iluhuallifuhucitut∫ilinulu?uuak`a?10uda?li?sutsininala?muuinuukuniamagiluk`u

ol′ 10asakiloumOimit∫ iifuimЭ、「iSlma

琉球音

iruφ aniΦuΦ itut∫ irinul・ uuuakaiutalisutsШ ninaramuuinuukuiamakiφ ukueti?asak五 u
mimi∫iiφimЭ∫isШN

以上は『中山伝信録』における「字母Jの仮名対音解読、その特徴は :

1.あ 、か、な、は、ゃ、ら行のう段音とお段音が同じように発音している。「ぬ、夫、
大」はそれぞれ「ぬ、の」「ふ、ほJ「ゅ、ょ」両方の対音字にしている。そのほか、
「そ、と、も」もu母音になってぃる。オ段音は完全にウ段に合流している。
2.工段音は「而え」以外、全部 iの母音を持っている対音字が用いられ、工段音はイ段
音に基本的に合流したと言える。その中「へ、メ」の対音字「揮、霜」の韻母には「eJ
の発音を同時に持つことからみると、その「ei」 は実際に eか ら iに変化する途中の音
(iや I)を表していることが考えられる。
3.「イ、ヱ、ヰ」合流、「オ、ヲ」合流。

4。 「ン」は「嫡ma」 と発音する。

5。 あ牙ηa、 さ沙sa、 す使sl、 に義■i、 む某mu、 も毛mOな ど対音字の発音は典型的な蘇
州音になっている。

6。 「し」は志t「との対応はズレがある。誤記だと思われる。
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